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　平成２２年２月に完成した新３号館の１２階に、『校友会ラウンジ』がオープンいたしました。
　この新校舎の１２階は、全体が学生達の憩いの場であり、両端には屋上庭園もあります。そして中央に位置
する『校友会ラウンジ』は、片柳理事長が本校卒業生の皆さんへの贈物として、自らデザインされたものです。
　片柳理事長のお考えは、「学園が今年、創立６３年目を迎え日本工学院専門学校の卒業生だけでも既に
１３万人を超えるまでになった。皆さんの母校をより充実したものにしたい、ましてや母校を閉ざすようなこと
があってはならない、との信念の下で努力を重ねてきた。その結果が、今日の学園の姿であり、蒲田のこの地
に専門学校と東京工科大学とが利用する新校舎の完成に繋がった。そうした本校卒業生の皆さんへの感謝の
気持を込め、皆さんが社会で頑張っておられる中での休憩、あるいは永い人生における一休みの“場”として、
国際空港内の各航空会社のファーストクラス、ビジネスクラス用ラウンジをイメージしてデザインした。」との
ことであります。
　そして、この『校友会ラウンジ』には、校友会会合のためのテーブルだけではなく、長旅を癒すためのソ
ファー、リクライニングシートも設置され、その上に美しいデザインの洗面台まで備え付けられております。校
友会としては、片柳理事長のそうした卒業生に対するあつい想いに深く感謝しつつ、より多くの方々が、待合
せの場、蒲田の町並みを俯瞰する場、あるいは学生時代の思い出を語り合う場として、大いに利用していただ
きたいと願っております。

（文責：常任幹事・工藤俊一郎）

創立者・学園長・理事長
校友会名誉顧問 片柳 鴻

「校友会ラウンジ」がオープンしました！

蒲田新校舎完成しました！
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M e s s a g e

　校友会会員の皆様には、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。日頃より、
校友会活動にご理解ご協力を賜わり、厚くお礼申し上げます。また、各支部役員の
方々には、日頃よりお骨折り頂き心より感謝申し上げます。
　さて、日本工学院専門学校校友会は、昭和４２年４月に、前身である「日本電子工
学院研友会」として設立され活動を始めました。校友会の支部活動としては、昭和
６３年１０月の鹿児島県を皮切りにスタート、その後各地に支部が設立され、今日では
国内４０支部、海外２支部となり、各支部独自の活発な活動を展開しております。そし
て、本校友会の会員数も、今や１３万人を越え、学園全体では１９万５千人に及んで
おります。
　また、日本工学院専門学校では、創立者片柳鴻理事長の「理想的教育は理想
的環境にあり」と理念のもとで進められてきました蒲田キャンパスの再整備も進み、
２０１０年2月に完成をみました。２０階建ての新棟タワーは、蒲田の地のランドマークと
もなる素晴らしい建物です。この建物（３号館）東側２階に校友会事務局、また１２階
に全卒業生の集いの場として「校友会ラウンジ」が設けられました。「校友会ラウンジ」
は眺望の素晴らしい場所でもありますので、是非お立ち寄り頂き、ご活用ください。
　近年、本校では、社会や学生のニーズに対応した学科の設置、学び舎としての理
想的な環境の提供、国際化の進展に伴う国際交流、留学生の受入等、学生からそし
て社会から高く評価される専門学校でろうとして、片柳理事長はじめ全教職員が一
丸となって努力し続けております。そして、少子化による１８歳人口の減少に伴う学生
の確保が喫緊の課題となっている中で、種々の対策がとられているところでもあります。
　我が校友会としても、国内のみならず海外でご活躍されている会員との結束の強
化と共に、校友会活動の一層の活性化を図り、学生の確保、ならびに昨今の不況下
での学生と保護者の最大関心事である就職の確保に関しても側面的支援を行って
参りたいと思います。
　今後とも、皆様と心を一つにし、本校発展のために尽力して参る所存です。会員の
皆様の更なるご支援とご協力を賜りますよう、宜しくお願い申し上げます。

校友会会長

桂田 忠明
放送技術部・36年卒業
セントラル電子制御株式会社・代表取締役

「校友会活動を通して学園の発展に協力」

M e s s a g e

　校友会会員の皆様、こんにちは。
　すでにご存知の方もいらっしゃると思いますが、蒲田キャンパスに今年２月、地上２０
階地下１階の新棟が完成し、４月より新入生を迎えることが出来ました。
　新棟には新設された東京工科大学の医療保健学部とデザイン学部、そして姉妹
校である東京工科大学付属日本語学校の学生も一緒に学んでおります。
　１２階は共通のラウンジとして開放されておりまして、皆様からの多大なご寄付のも
と校友会ラウンジも完成し、会員の皆様のご利用をお待ちしております。
　さて昨今、少子化にともない大学の専門学校化が激しくなっており、専門学校業界
は大変厳しい状況に置かれております。私ども日本工学院専門学校は、そのような中
で60数年に及び長年培った教育のノウハウとこれまでの実績を糧に、実社会が求め
る人材の育成に力を注いでおります。
　2007年に制定した「日本工学院は若者の持つ夢を技術という生きる力に育み、豊
かな未来の創造に寄与する」という教育理念を全教職員が再確認して、新しいキャ
ンパスと共に新年度をスタートさせました。
　幸いにして、卒業生の皆様が築いてこられた伝統と社会からの信用によって、本
校で行われる企業説明会は盛況です。校友会会員の皆様方には後輩採用に関し、
なお一層のサポートを心よりお願い申し上げる次第です。
　この夏には広大な庭園とカフェテリアが完成しました。今後、庭園には２３本もの桜
並木が誕生し、都内でも有名な桜の見所となることと思います。是非、お近くにお越し
の際には新しく生まれ変わった母校の発展振りを見て頂きたいと思います。
　最後になりますが、皆様の益々のご健勝とご活躍を祈念申し上げます。

学校長

千葉 茂

校友会誌
「かまたNo.46」に寄せて

Message・校友会会長 桂田 忠明 Message・学校長 千葉 茂
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日　時 平成22年6月12日（土）15：00～16：30

　於 日本工学院専門学校

　　　  第1階段教室（新棟10階31001教室）

出　席 42支部（支部長・副支部長）

挨　拶 桂田 忠明　会長

総会次第

１. 開　　会
２. 会長挨拶
３. 名誉顧問挨拶
４. 学校長挨拶
５. 議長、副議長および議事録署名人（2名）の 
　 選出
６. 議事審議
    第1号議案　平成21年度事業報告
    第2号議案　平成21年度収支決算報告および
　　　　　　　  監査報告
    第3号議案　平成22年度事業計画案
    第4号議案　平成22年度収支予算案
    第5号議案　役員改選について
    第6号議案　その他
７. 議長、副議長の解任
８. 閉　　会

　通常総会は、本校講師で会員でもある相
沢早苗さんの総合司会と植木敏郎副会長
の議事進行により、桂田忠明会長の挨拶に
つづき、議案審議がなされ6つの議案すべて
が承認されました。次回の第22回通常総会
を平成23年6月11日（土）と決めました。
　通常総会開始前に、新棟エントランス内の
片柳理事長の絵画の前で、片柳鴻名誉顧
問と千葉茂学校長を囲んで記念写真を撮り
ました。
　通常総会終了後は、12階の学生ラウンジ
において懇親会が行われ、桂田会長、千葉
学校長、遠山副校長の挨拶および新役員
（副会長、顧問、常任幹事）と新支部長の
紹介がありました。懇親会は、学校関係者を
交えて終始和やかな雰囲気で行われました。

◉平成21年度収支決算報告
　（平成21年4月1日～平成22年3月31日） ◉平成22年度予算書

収　入　の　部
科　　　　目
前年度繰越
校友会会費
会誌「かまた」広告料
受 取 利 息

収入の部計

65,063,224
28,944,000

700,000
931

94,708,155

会誌「かまた」等制作費
総会諸費用
地区支部長会議諸経費
支部事業費
校友会ウェブサイト経費
事務管理費
人　件　費
支出の部計
次年度繰越

11,982,232
3,419,490
1,751,639

13,272,722
1,914,990

203,349
1,365,430

33,909,852
60,798,303

金額（円） 科　　　　目 金額（円）
支　出　の　部 収　入　の　部

科　　　　目
前年度繰越
校友会会費
会誌「かまた」広告料
受 取 利 息

収入の部計

60,798,303
30,000,000

600,000
1,000

90,858,403

会誌「かまた」等制作費
総会諸費用
地区支部長会議諸経費
支部事業費
校友会ウェブサイト経費
事務管理費
人　件　費
支出の部計
次年度繰越

12,000,000
2,000,000
2,700,000
2,700,000
2,500,000

750,000
4,900,000

27,550,000
63,308,403

金額（円） 科　　　　目 金額（円）
支　出　の　部

校友会だより
第21回

通常総会報告

◉ 校友会役員の改選について ◉

日本工学院専門学校校友会役員選出に関する細則による。
■新任
［副会長］清田 茂信　　［顧問］喜屋武 光信、只埜 洋樹、大島 一博
［常任理事］佐藤 充、遠山 一明
以上、顧問を除き新任役員の任期は平成23年6月までとする。
■参考
穴見 誠　九州・沖縄地区幹事（福岡・佐賀支部長）

◉ 校友会通常総会等の様子 ◉

　平成22年6月12日（土）に日本工学院専門学校において、全国42支部から校友会会員
13万5千人を代表する支部長が母校に来校され、第21回通常総会が開催されました。
　なお、今年はWeb企画委員会を前日の11日（金）に行いました。ブログ講習会を当日の
12日に行いました。また、新校舎見学会を通常総会の翌日の13日に行いました。

　6月11日に11名の委員及びSKY☆W女性グループ委員の5名の方々を交えて、校友会のホーム
ページを更に活性化するための活動などについて検討が行なわれました。また、各支部のブログ運用
を円滑に実施できるようにサポートして行きます。
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　新棟10階第1階段教室において、通常総会が行なわれました。司会は相沢早苗さんが行ないまし
た。喜屋武光信副会長の開会宣言に続いて桂田会長の挨拶があり、その後、議長、副議長を選出
し、議事の討議が行なわれました。

　新棟1階のエントランス
ホールで片柳理事長と千
葉学校長を囲み記念写真
を撮りました。

12階の学生ラウンジにおい
て懇親会が行われました。

◉ 「校友会ラウンジ」利用規定が決まりました ◉

① 日本工学院専門学校校友会会員および凖会員。
ただし、凖会員のみでの使用は出来ません。凖会員が利用を希望する場合は、教職員が責任者と
なり、一切の管理責任を負っていただきます。

② 校友会会員が代表者または責任者である団体・グループ。
③ 学校法人片柳学園の教職員。
④ 日本工学院専門学校校友会会長が認めた者および団体・グループ。

　会議、待ち合わせ、親睦会など様々な目的で使用できますが、目的によっては、校友会事務局の判
　断でお断りする場合があります。
　ただし、利益を得ることを目的とした事業ならびに政治活動・宗教活動を伴う集会には利用できま
　せん。

○面積：約116㎡　　○定員：40名
　利用可能な設備：OHP、プロジェクター（パソコン・DVD接続可）、スクリーン、ホワイトボード、　　
　DVD、冷蔵庫、電気ポット、急須、湯飲茶碗、コップ。
　設備の利用については、無料です。

　平日　10:00～17:00
　学校が休みの時には、利用できません。
　利用する場合は2週間前までに校友会事務局に届け、校友会事務局の承認を得なければなりませ
　ん。また、校友会行事のある場合はこれを優先といたします。
　上記時間以外の利用に関しては、校友会事務局にご相談願います。

所定の申込用紙に必要事項を記入の上、校友会事務局に
E-mail、FAX、郵便等でご提出願います。先着順で申し込
みを受け付けます。ただし、校友会行事等を優先とさせて
いただくため、使用をお断りする場合がありますので、予め
ご了承願います。

利用資格

利用目的

校友会ラウンジ概要

利用時間

申し込み方法

1

2

3

4

5

●申込用紙は校友会事務局
　☎03-3732-8183
　にご請求いただくか
　ホームページをご覧ください。
　http://www.kouyukai.net/ 「校友会について」 より校友会ラウンジ利用規定

及び使用申込（PDF）をダウンロードしてください。
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校友会だより
平成21年度

支部会員の
集　い

　平成21年度支部会員の集い（総会・懇親会）
は、全国で約300人が集い、さまざまな趣向で開
催されました。自己紹介、近況報告、役員の改
選、懇親会での情報交換など、各支部とも有意
義で実りある会合内容が報告されています。旧友
との久々の再会となる懇親会では懐かしい思い
出話にも花が咲き、和やかで充実した歓談のひと
ときがもたれました。今後も世代をこえた地元校友
とのネットワークづくりに、皆様の積極的なご参加
をお願い申し上げます。

北海道支部 ■設　立 ： 昭和６３年６月２４日　　■登録会員 ： 966名
■支部長 ： 平井康美　E-mail hokkaido@kouyukai.net又はkoyukai@neec.ac.jp

開催日 ： 平成21年9月26日（土）　出席者 ： 8名
会   場 ： 青森市「ラ・プラス 青い森」

青森県支部会員の集い

開催日 ： 平成21年9月5日（土）　出席者 ： 16名
会   場 ： 札幌市「札幌中央区民センター」「板前料理おもだか」

北海道支部会員の集い

●支部総会　14：30～16：00
１．開会挨拶と報告　２．校友会事務局
３．自己紹介　　　　4．役員改選

●講演会　16：00～17：00
講師：白石　脩　テーマ：「私とパソコン」
　放送局の番組とＣＭをデータに基づいて、自動的に
制御・送出する装置の「自動番組送出装置」（ＡＰＭ：
Automatic Program Machine）について、配付テキ
ストとパワーポイントを利用し、スクリーン画像を見なが
らの分り易い解説であった。

●懇親会　17：30～20：00
　参加者は、16名であった。懇親会は、校友会松尾顧
問の自己紹介と乾杯の音頭で始まった。会員同士の情報
交換、恩師やクラスメイトの近況、当時の授業風景、寮
生活、資格の挑戦などの話題で盛り上がり、有意義な時
間を過ごした。最後に、次回の会員の集いで再会するこ
ととし、集合写真を撮り支部会員の集いを終えた。

❖ ミニ取材　「北海道庁旧本庁舎」
　国の重要文化財に指定されており「赤れんが」の愛称で広く道
民に親しまれている。新庁舎完成までの80年にわたり、北海道の
拠点としての役割を果してきた。２階の執務室は記念室になってお
り、歴代の長官や知事の写真が飾られていた。

❖ ミニ取材　「棟方志功記念館」
　記念館は、青森が生んだ世界的板画家・棟方志功の文化勲章の
受章を称え、昭和50年に開館した。校倉造りを模した建物は、回
遊式の日本庭園と相俟って落ち着いた佇まいである。夏の展示会
「棟方志功の油絵（描写への情熱）」が開催されており、約40点の
油絵と「釈迦十大弟子」などの板画が展示されていた。

青森県支部 ■設　立 ： 昭和６３年９月１４日　　■登録会員 ： 701名
■支部長 ： 野里和弘　E-mail aomori@kouyukai.net又はkoyukai@neec.ac.jp

●支部総会　18：00～18：40
　１．開会挨拶と報告
　　野里支部長（資料配付）
　　◇出席者への謝辞及び支部活動の2年間
　　◇青森県支部活動20周年記念事業
　　◇校友会20周年記念事業（エンディングセレモニー）
　　◇著作権及び東久邇宮記念
　２．校友会事務局
　　◇配付資料の説明
　　◇学校の現状（リーフレット配付）
　　◇校友会支部活動20周年記念事業終了の報告
　　◇他支部の校友会支部活動20周年記念事業終了の報告
　　◇第20回通常総会の報告
　　◇新校舎建築工事の進捗状況
　　◇集いの出欠席者情報（支部長に資料渡し）
　３．役員改選
　　　小笠原副支部長より役員改選の議事が提出され、協
　　議の結果次のとおり決定した。 
　　支部長　： 野里 和弘（再任）
　　副支部長： 小笠原 實（再任）、斉藤 敏也（再任）、宮越　
　　　　　　  英樹（再任）、木村 照雄（新任）、鈴木 隆（新　
　　　　　　  任）、佐藤 晃（新任）
　　会　計　： 小笠原　實（再任）
　　会計監査： 太田　渉（再任）
　　幹　事　： 高坂 和則（再任）、秋山 芳輝（再任）、淵沢 弘
　　　　　　  幸（再任）　　

●懇親会　18：40～20：00
　初参加の3名を加え8名で、野里支部長の乾杯の音頭
で懇親会が始まった。
　早々に自己紹介となり、学生当時の思い出や卒業時の就
職先及び勤務内容などを簡潔に紹介しあった。その後は、
名刺交換や情報交換、当時の蒲田校周辺状況、授業風景、
寮生活などの話題で盛り上がった。途中で「創立50周年記
念・入学案内・未来空間新キャンパス」ＤＶＤを上映した。
　卒業後の母校の変わり様と新校舎のCG映像には驚い
ていた。次回の再会を期して、集合写真を撮り支部会員の
集いを終えた。

出席者 ： 野里 和弘（S.31卒）／小笠原　實（S.37
卒）／木村 照雄（S.39卒）／鈴木　隆（S.43卒）／
天内　豊（S.50卒）／佐藤　晃（S.51卒）／斉藤 敏也
（S.54卒）
［事務局］村林 大

出席者 ： 大巻 幸太郎（S.44卒）／中里 榮（S.38卒）
／松浦 立尚（S.40卒）／後藤 博俊（S.42卒）／鈴
木 聰（S.43卒）／菊地 浩一（S.55卒）／黒瀬 美奈江
（S.56卒）／藤澤 宣男（S.57卒）／平井 康美（S.57
卒）／曽我部 朱美（S.58卒）／上村 雅彦（S.59卒）／
橋本 篤（S.55卒）／藤田 良人（S.44卒）
［講演会講師］白石 脩（岡山県支部長）
［校友会顧問］松尾 勇市　［事務局］村林 大

校友会だより／支部会員の集い 校友会だより／支部会員の集い
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●支部総会　18：30～19：20
１．開会挨拶
　司会・進行　橘内副支部長
２．支部長挨拶及び報告
　清水支部長
　◇出席者への謝辞
　◇自己紹介
　◇2年間の支部活動
　◇校友会支部活動20周年記念事業
　◇宮城支部20周年記念事業
　◇その他
　　・支部長及び副支部長の業務
　　・懇親会の企画（平成22年11月実施予定）
　　・次回支部会員の集い企画
３．役員改選
　清水支部長より役員改選の議事が提出され、協議の結果
　次のとおり決定した。
　　・支  部  長 ： 清水 幸男（再任）
　　・副支部長 ： 橘内 英二（再任）、東　光彦（新任）、米本 
　　　　　　　  正広（新任）
　　・幹　　事 ： 太田 利治（再任）、増田 一男（新任）、前田 
　　　　　　　　真一（新任）
４．事務局報告
　◇配付資料の説明
　◇学校の現状（リーフレット配付）
　◇校友会支部活動20周年記念事業終了
　◇新校舎建築工事の進捗状況
　◇校友会ホームページ紹介
　◇集いの出欠席者情報（支部長に資料渡し）

●懇親会　19：20～21：30
　参加者は9名で、米本 新副支部長の乾杯の音頭で懇親
会が始まった。
　会は、在学中の思い出・授業風景・寮生活などの話題で
進んだ。また、近況報告・就職先などを交えた自己紹介で
も大いに盛り上がり、会員間の親睦を深めた。
　前田 新幹事の閉会挨拶後、次回の再会を期して集合写
真を撮り支部会員の集いを終えた。

宮城県支部 ■設　立 ： 昭和６３年５月２０日　　■登録会員 ： 530名
■支部長 ： 清水幸男　E-mail miyagi@kouyukai.net又はkoyukai@neec.ac.jp 秋田県支部 ■設　立 ：昭和６３年９月１２日　　■登録会員 ： 776名

■支部長 ： 高橋伸　E-mail akita@kouyukai.net又はkoyukai@neec.ac.jp

開催日 ： 平成21年10月3日（土）　出席者 ： 11名
会   場 ： 秋田市「レストラン・ニューたけや」

秋田県支部会員の集い
開催日 ： 平成21年11月14日（土）　出席者 ： 9名
会   場 ： 仙台市「坐・和民」

宮城県支部会員の集い

出席者 ： 清水 幸男（S.54卒）／橘内 英二（S.35
卒）／三浦 勝平（S.36卒）／東 光彦（S.37卒）／増
田 一男（S.43卒）／米本 正広（S.56卒）／阿部 仁一
（S.56卒）／前田 真一（S.57卒）
［事務局］村林 大

❖ ミニ取材　「仙台駅前風景」
　西口周辺には、大型百貨店、ショッピングセンター、ホテルなどが
群立っている。東口周辺とは、対照的な風景である。
　土曜日で若者の姿が目立ち、大きなクリスマスツリーが目に留
まった。昼の落ち着いた雰囲気とは異なる夜の顔が垣間見えた。

❖ ミニ取材　「千秋公園」
　千秋公園は久保田城跡地にあり、日本の都市公園100選に選
定されている。公園内は緑が多く、佐竹義堯公銅像があり、久保田
城御隅櫓や久保田城表門などが当時の雰囲気を今に伝えている。
また、胡月池は、大賀ハスが開花する有名な池である。
　隣接には佐竹資料館があり、庭先に若山牧水の歌碑が立ち、公
園周りのお堀には、ハスが群生する湖水にボートが垣間見えた。

●講演会　16：30～17：30
　１．開会挨拶　　２．支部長挨拶と講師紹介
　３.講演　講師　気象予報士　石塚 雅人（資料配付）
　　テーマ「マスコミ天気予報の用語を正しく理解しよう！」
　　

●支部総会　17：40～18：15
１．開会挨拶　２．支部長挨拶及び報告
３．学校代表挨拶　４．議長選出　５．議事

●懇親会　18：30～20：30
　高橋副支部長の開会挨拶と木村新副支部長の新任の
挨拶に続き、相澤さんの乾杯の音頭で懇親会が始まり、参
加者は12名であった。
　自己紹介は、学生当時の思い出、卒業時の就職先及び
勤務内容などを紹介しあった。
　続いて、名刺交換や情報交換、当時の蒲田校周辺状況、
授業風景、寮生活などが話題の中心となって盛り上がっ
た。その後、高橋支部長が作成した校友会関連の映像上映
となり、皆が当時の貴重な映像に思いを馳せていた。
　次回の再会を期して集合写真を撮り、松尾顧問の閉会
の挨拶と三本締めで支部会員の集いを終えた。

出席者 ： 高橋 伸（S.42卒）／豊原 渉（S.35卒）／
相澤 清（S.39卒）／藤野 和夫（S.48卒）／小玉 力
（S.54卒）／高橋 由紀夫（S.55卒）／木村 典治
（S.58卒）／菅原 広徳（H.08卒）
［講師　気象予報士］石塚 雅人
［校友会 顧問］松尾 勇市
［事務局］村林 大

校友会だより／支部会員の集い 校友会だより／支部会員の集い
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●支部総会　15：30～16：30
　１．開会挨拶と報告　２．学校代表と報告
　３.校友会事務局　　4．役員改選
　5．茨城県支部ブログ開局について　

●懇親会　18：00～20：00
　参加者は27名で、新副支部長の松井 章さんの乾杯の
音頭で始まった。
　冒頭から席次順に簡潔な自己紹介となり、和やかな雰囲
気で会は進んだ。続いて「創立50周年記念・入学案内・未
来空間新キャンパス」のDVD映像が大スクリーンに放映さ
れ、卒業後の母校の変わり様に驚嘆の歓声が上がった。
　特に新校舎のCG映像には驚きの声。
　続いて、自由に席を移動しての名刺交換や会員同士の
情報交換などで、会場内は賑やかさを増した。途中で松田
副支部長から、学校及び茨城県校友会の更なる発展への
エールと萩野谷さんの校歌独唱があった。さらに、今年ア
ントレプレナーを修了した、鈴木 良一さんの在学中の思
い出話で盛り上がり有意義な時間を過ごした。
　次回も多数の出席者で再会することを祈念し、集合写
真を撮り集いを終えた。

●支部総会　18：30～18：50
１．開会挨拶　２．支部長挨拶及び報告
３．役員改選　４．事務局報告

●講演会　18：50～19：30
１．開会挨拶
２．講演　講師　副校長　大石 清彦（資料配付）
　テーマ
　「心身の健康を保つため　主に熟年を念頭において」
３．蒲田キャンパス再整備計画及び全国各地の学校の動向

●懇親会　19：20～21：30
　参加者は9名で、鈴木副支部長の乾杯の音頭で懇親会
が始まった。
　「創立50周年記念・入学案内・未来空間新キャンパス」の
ＤＶＤ映像上映では、卒業後の母校の変わり様と新校舎の
CGに驚いていた。
　会は、当時の蒲田校周辺状況、授業風景、寮生活、卒業
時の就職先などが話題となる。
　また、工学部出身者の参加者が多く、携帯電話・ワンセ
グ・エコポイント・電磁波などの工学的な話題が次々に出
て、大石副校長を中心にして大いに盛り上がった。その後
は、名刺交換や情報交換などで和やかな雰囲気で進んだ。
　鈴木支部長からは、2年間の支部活動報告などの話が
あった。
　次回の再会を期して、集合写真を撮り支部会員の集い
を終えた。

山形県支部 ■設　立 ： 昭和６３年７月２５日　　■登録会員 ： 610名
■支部長 ： 鈴木幸雄　E-mail yamagata@kouyukai.net又はkoyukai@neec.ac.jp 茨城県支部 ■設　立 ： 平成１年１１月２２日　　■登録会員 ： 2,981名

■支部長 ： 廣瀬憲治　E-mail ibaragi@kouyukai.net又はkoyukai@neec.ac.jp

開催日 ： 平成21年9月20日（日）　出席者 ： 27名
会   場 ： 水戸市「ホテル レイクビュー水戸」

茨城県支部会員の集い
開催日 ： 平成21年10月4日（日）　出席者 ： 9名
会   場 ： 山形市「ホテルサンルート山形」

山形県支部会員の集い

出席者 ： 鈴木 幸雄（S.39卒）／樋口 祐七（S.42卒）
／鈴木 正豊（S.46卒）／沼澤 与和（S.52卒）／千
葉 秀行（S.54卒）／菅野 寛（S.55卒）／庄司 一豊
（S.60卒）
［学校代表 日本工学院専門学校 副校長］大石 清彦
［事務局］村林 大

出席者 ： 廣瀬 憲治（S.47卒）／山本 国郎（S.35卒）
／村地 明久（S.39卒）／市川 希一（S.39卒）／島
田 俊男（S.44卒）／齋藤 榮治（S.45卒）／船橋 一夫
（S.47卒）／吉村 勇一（S.48卒）／鈴木 宏信（S.48
卒）／萩野谷 末男（S.48卒）／山崎 操（S.51卒）／
深沢 昭良（S.52卒）／佐藤 修一（S.53卒）／伊藤 
秀史（S.54卒）／海老沢 照男（S.54卒）／大貫 勝弘
（S.54卒）／小圷 康夫（S.55卒）／松井 章（S.56
卒）／寺門 誠（S.58卒）／熱田 芳一（S.59卒）／
関 泰裕（S.60卒）／鈴木 良一（S.61卒）／松田 英
明（H.01卒）／飛田 重信（H.03卒）／須之内 紀夫
（H.03卒）
［学校代表 八王子校キャリアサポートセンター副センター長］香村 道憲
［事務局］村林 大

❖ ミニ取材　「山形市周辺巡り」
　鈴木 正豊副支部長の愛車・鈴木 幸雄支部長の案内で山形市周
辺巡り「そば処 庄司屋」、「芋煮会大鍋」、「旧芋煮会大鍋」、「山寺
駅」、「山寺 立石寺・五大堂」、「山寺 風雅の国」を楽しんだ。

そば処 庄司屋

山寺駅

芋煮会大鍋

山寺 立石寺・五大堂

旧芋煮会大鍋

山寺 風雅の国

❖ ミニ取材　「千波湖」
　千波湖は、ひょうたんの形をした周囲約3.1㎞の湖で、湖の周辺
には、白鳥・黒鳥及び多種類の野鳥が生息している。湖周は、ジョギ
ングコースになっており、ジョギングとウオーキングを楽しむ姿が
目立った。また、黒鳥と鴨が迎えてくれた。遠くには、白鳥のボート
が漂っていた。隣接の千波公園は、市民の憩いのオアシスとして親
しまれている。

校友会だより／支部会員の集い 校友会だより／支部会員の集い
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首都圏支部 ■設　立 ： 昭和６３年６月３日　　■登録会員 ： 46,895名
■支部長 ： 桂田忠明　E-mail koyukai@neec.ac.jp 新潟県支部 ■設　立 ： 平成１年１０月６日　　■登録会員 ： 2,421名

■支部長 ： 植木敏郎　E-mail niigata@kouyukai.net又はkoyukai@neec.ac.jp

開催日 ： 平成21年10月10日（土）　出席者 ： 21名
会   場 ： 十日町市「湯元 清津館」

新潟県支部会員の集い
開催日 ： 平成21年11月28日（土）　出席者 ： 51名
会   場 ： 日本工学院専門学校「デジタルシネマシアター」「カフェテリア」

首都圏支部会員の集い

●講演会　16：30～17：30 
　１．開会挨拶　２．支部長挨拶と講師紹介
　３.講演　講師　ＩＴカッレジ カレッジ長　倉重 明
　　テーマ「今後の専門学校の展望」　

●支部総会　17：30～18：10
１．開会及び議長選出　２．支部長挨拶　３.役員改選　
4．支部活動報告　5．学校代表報告　6.事務局報告

●懇親会　18：20～20：00
　参加者は21名で、丸山副支部長の乾杯の音頭で懇親
会が始まった。
　植木支部長の挨拶に続き、近況報告などを交じえた自
己紹介となり、和やかな雰囲気になった。当時の蒲田校周
辺状況、授業風景、寮生活、卒業時の就職先などの話題も
出た。
　一番若い江村さんの閉会の挨拶で、次回の再会を期し
て集合写真を撮り支部会員の集いを終えた。　

●講演会　16：00～16：50
１．講演進行
２．講演　講師　医学博士　南 順子先生
　テーマ「感染症の基礎知識と予防」

●支部総会　17：00～17：30
１．開会宣言および司会者挨拶
２．首都圏支部長挨拶
３．議長選出　4．議事　5．閉会宣言

●懇親会　16：30～18：30
　今年度で3号館、8号館が最後になるため、思い出深い
懇親会になった。卒業されてから既に40年、50年以上
経っている方も多く参加され、母校の発展振りに驚かれる
とともに、現在の教職員と感慨深げに在学当時の思い出
を語っておられた姿が印象深かった。
　千葉学校長からは専門学校を取り巻く様々な厳しい環
境の報告とともに、平成22年度に開設される新校舎の話
題、認可の下りた東京工科大学のデザイン学部、医療保健
学部の説明があった。最後に、新校舎を表紙にした斬新な
デザインのパンフレットが参加者に配付された。

出席者 ： 青木 弘光（S.31卒）／五十川 充（S.37卒）
／井上 弘（S.38卒）／梅崎 幸雄（S.40卒）／大志田 
明見（S.52卒）／大橋 繁（S.51卒）／大林 秀紀（S.41
卒）／小川 忠洋（S.41卒）／小野寺 裕二（S.49卒）／
河西 邦夫（S.49卒）／桂田 忠明（S.36卒）／加藤 隆
弘（S.30卒）／金子 宏美（S.63卒）／菊地 一雄（S.41
卒）／工藤 俊一郎（S.40卒）／蔵方 孝之（S.51卒）／
郷治 正雄（S.40卒）／佐久間 一郎（S.62卒）／佐々
木 修一（H.04卒）／佐々木 秀夫（S.42卒）／鹿野 光
義（S.46卒）／重廣 忠雄（S.31卒）／芝野 康也（S.44
卒）／鈴木 啓利（H.08卒）／住谷 国治（S.62卒）／
隅田 龍雄（S.34卒）／高尾 浩一（S.42卒）／都筑 弘
之（S.56卒）／富澤 進（S.63卒）／冨田 絹子（S.50
卒）／中島 豊勝（S.42卒）／中田 成雄（S.55卒）／奈
良 裕司（S.29卒）／西村 敏雄（S.37卒）／野本 征治
（S.37卒）／長谷川 裕子（H.13卒）／服部 勤（S.37
卒）／濱野 凖一（S.60卒）／林 漸（H.04卒）／早田 
龍治（S.43卒）／平井 審（S.43卒）／平子 友行（H.02
卒）／平野 尚作（H.06卒）／平松 義雄（S.39卒）／
福田 育恵（H.12卒）／藤本 昌之（S.43卒）／船橋 真
（S.47卒）／細住 元司（S.38卒）／本田 新（S.39卒）
／牧野 信良（S.44卒）
［事務局］猪口　眞美、村林　大、石原　雅子

出席者 ： 植木 敏郎（S.50卒）／阿部 信義（S.38卒）
／目黒 正男（S.46卒）／佐藤 祐吉（S.50卒）／丸
山 義彦（S.50卒）／小川 清一（S.51卒）／山田 和也
（S.52卒）／柳 健一（S.53卒）／二瓶 武（S.57卒）
／中川 一郎（S.58卒）／田中 勝一（S.58卒）／服部 
智（S.58卒）／角田 毅（S.58卒）／長谷川 和智（S.60
卒）／片所 克徳（S.60卒）／鹿島 一彦（S.62卒）／江
村 弘幸（H.08卒）／樋口 進（S.46卒）
［学校代表 ＩＴカッレジ カレッジ長］倉重 明
［学校代表 八王子校キャリアサポートセンター副センター長］香村 道憲
［事務局］村林 大

❖ ミニ取材　「十日町市博物館」
　小川さんの案内で博物館に向かった。雪と織物と信濃川をテー
マとした十日町地方の特性を生かし、国宝及び重要文化財の多く
を収蔵する博物館である。原始・古代・中世・近世・現代と十日町地
方の歴史を伝える文化遺産を展示している。特に国宝の「火焔型・
王冠型土器」は、火焔の都・十日町を象徴している。
　博物館前の遺跡広場には、「竪穴式住居」が建てられている。
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●支部総会及び懇親会　14：00～15：15 
　１．開会挨拶　司会・進行　山岸 誠次
　２．支部長挨拶と報告　支部長　山岸 誠次
　　◇出席者への謝辞
　　◇2年間の支部活動
　　◇石川県支部活動20周年記念事業
　　◇校友会20周年記念事業
　　◇新キャンパス紹介
　　◇校友会代表及び講師紹介
　３．校友会代表挨拶　富山県支部長　石黒　明
　　◇富山県支部会員の集いの報告
　　　・北日本放送局見学、総会、講演会
　　◇石川県支部とのかかわり合いについて
　４．講師挨拶
　　◇自己紹介
　　◇講演依頼の経緯及び講演テーマについて
　５．役員改選
　　　山岸支部長より石川県支部会則周知と役員改選の議
　　事が提出され、協議の結果次のとおり決定した。
　　　・支部長：山岸 誠次（再任）
　　　・副支部長：坂木 極量（再任）、川端 洋行（再任）
　　　・顧　問：寺本 和雄（再任）
　６．事務局報告
　　◇配付資料の説明
　　◇学校の現状（リーフレット配付）
　　◇校友会支部活動20周年記念事業終了
　　◇他支部の校友会支部活動20周年記念事業終了
　　◇第20回通常総会
　　◇新校舎建築工事の進捗状況
　　◇校友会ホームページ紹介
　　◇集いの出欠席者情報（支部長に資料渡し）
　７．ＤＶＤ上映
　　「創立50周年記念・入学案内・未来空間新キャンパス」
　８．出席者自己紹介

●見学会　16：00～17：00
「北日本放送局」見学
　北日本放送局スタッフの案内と説明で放送局の主要箇
所の見学
◇総合テレビマスター室
　・デジタル放送とアナログ放送の説明（自動選出・監視・調整）
◇ニューススタジオ
　・自動テレビカメラやアナウンサーデスクなどのセットの説明
◇№１スタジオ
　・本番放送中の番組見学

●支部総会　17：10～17：50
１．開会挨拶
２．支部長挨拶と報告
３．事務局報告　4．役員改選　5．校友会代表挨拶

●講演会　17：50～18：40
講師　山口県支部長 　平岡 征男
テーマ「地上デジタル放送の概況」（資料配付）

●懇親会　18：50～20：30
　参加者は11名で、奥川副会長の乾杯の音頭で懇親会
が始まった。
　会は当時の蒲田校周辺状況、授業風景、寮生活、卒業時
の就職先などの話題及び近況報告などを交えた交流、また
パソコンによる「創立50周年記念・入学案内・未来空間新
キャンパス」のＤＶＤ上映もあり、和やかな雰囲気で進んだ。
　上野さんの閉会挨拶で、次回の再会を期して集合写真
を撮り支部会員の集いを終えた。

石川県支部富山県支部 ■設　立 ： 平成５年５月２１日　　■登録会員 ： 336名
■支部長 ： 山岸誠次　E-mail ishikawa@kouyukai.net又はkoyukai@neec.ac.jp

■設　立 ： 平成５年５月２２日　　■登録会員 ： 519名
■支部長 ： 石黒明　E-mail toyama@kouyukai.net又はkoyukai@neec.ac.jp

開催日 ： 平成21年10月18日（日）　出席者 ： 11名
会   場 ： 金沢市「コスモアイル羽咋」

石川県支部会員の集い
開催日 ： 平成21年10月17日（土）　出席者 ： 11名
会   場 ： 富山市「カナルパークホテル 富山」

富山県支部会員の集い

●講演会　15：30～16：30 
講師　山口県支部長 　平岡 征男
◇テーマ「地上デジタル放送の概況」（資料配付）
　・何故デジタル化するのか
　・地上デジタル検討経緯
　・デジタル化のメリット
　・デジタル放送の課題
　・2011年デジタル完全移行に向けての課題
　・世界の地上デジタル放送方式

出席者 ： 石黒 明（S.54卒）／八木 孝信（S.38卒）／
斉藤 輝夫（S.48卒）／上野 芳則（S.51卒）／大間
知雅彦（S.54卒）／石動 雅久（S.56卒）／松井 信幸
（S.57卒）／髙林 眞喜子（S.51卒）
［講師　山口県支部長］平岡 征男
［校友会代表 副会長・静岡県支部長］奥川 宏
［事務局］村林 大

出席者 ： 山岸 誠次（S.61卒）／寺本 和雄（S.34卒）
／坂木 極量（S.40卒）／松下 健児（S.43卒）／川
端 洋行（S.49卒）／川端 典秀（S.51卒）／阿部 泰幸
（S.57卒）／北西 和則（S.60卒）
［講師　山口県支部長］平岡 征男
［校友会代表　富山県支部長］石黒 明
［事務局］村林 大

❖ ミニ取材　「瑞龍寺」
　石黒支部長の案内で瑞龍寺に向かった。国宝 曹洞宗高岡山 瑞
龍寺は、加賀二代藩主 前田利長公の菩提を弔うため三代藩主利
常公によって建立された。山門・仏殿・法堂が国宝、総門・回廊・大茶
堂などが国の重要文化財に指定されている。
　重厚な山門、厳粛且つ整然たる仏殿と境内の濃緑の芝生に目を
奪われた。

❖ ミニ取材　「金沢城公園・ひがし茶屋街・金沢蓄音器館」
　山岸支部長の案内で金沢市内の人気観光地巡りをした。

金沢城公園 ひがし茶屋街 金沢蓄音器館
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　 山田 将仁（再任）、藤岡 清登（再任）
　・顧　 問　： 半田 憲扶（再任）、藤岡 清登（再任）
(2)自己紹介
　　出席者全員が近況.・思い出話などを交えた自己紹介
　をした。蒲田校出身で、北海道校職員ＯＢでもあり、定年
　後地元長野に戻られた杉田先生のハーモニカ演奏など
　もありで和やかな雰囲気でした。
(3)活動報告
　　支部長より長野県支部のあゆみと校友会支部活動　
　20周年記念事業の参加等の報告があった。
(4)会計報告　支部長より会計報告があった。
(5)その他
　　次回の開催も中南信地区で開催する事を決めた。

●鑑賞会　15：30～16：30
　参加者全員で「地域のお祭り、文化」、「信濃の国」のＤＶ
Ｄを鑑賞した。
　長野県出身者は全員県歌「信濃の国」を歌えるとの事で
地域の結束を強く感じた。
　アンティークコレクションを中心に集合写真を撮り、次
回の再会を期して支部会員の集いを終えた。

●支部総会　16：30～17：30
1．開会挨拶　司会・進行　番場 日出喜
２．支部長挨拶及び報告　番場支部長
　◇出席者への謝辞
　◇2年間の支部活動
　◇岐阜県支部20周年記念事業
３．事務局報告
　◇配付資料の説明
　◇学校の現状（リーフレット配付）
　◇校友会支部活動20周年記念事業
　◇各支部記念事業紹介
　◇新校舎建築工事の進捗状況（航空写真の紹介）
　◇カレッジ制総合教育
　◇集いの出欠席者情報（支部長に資料渡し）
４．役員改選
　　番場支部長より役員改選の議事が提出され、協議の
　結果次のとおり決定した。
　・支  部  長 ： 番場 日出喜（再任）
　・副支部長 ： 清水 佐幸（再任）、岩田 政仁（再任）、近藤 
　　　　　 　勝弘（再任）、馬渕 嘉彌（再任）、松田 行道
　　　　　　 （再任）
　・幹　　事 ： 井上　賢（新任）
５．その他　番場支部長
　◇蒲田校と地元専門校の近況報告
　◇校友会資金2億円寄付について
　◇入学金免除制度
　◇会員の集い出席者増加方策の検討
６．ＤＶＤ鑑賞会
　◇「創立50周年記念・入学案内・未来空間新キャンパ　
　　ス」の上映

●懇親会　17：30～19：30
　参加者は6名で、番場支部長の乾杯の音頭で始まり、テ
レビ放送局とＦＭラジオ放送局の放送機器や地上デジタ
ル化への移行、テレビ現場中継の苦労秘話、舞台の製作者
と使用者の思考の相違、喫煙者と禁煙者の笑い話、中国と
韓国旅行の逸話などの話題で、番場さんと清水さんを中
心として会は進んだ。特に清水さんから、湯水のごとくあ
らゆる分野からの話題が出され、話題に事欠かなかった。
　ＤＶＤ鑑賞会及び来春完成の新校舎建築工事の進捗状
況及び新校舎の航空写真などの紹介では、在校時と現在
の学校や周辺の変わり様に驚いていた。
　次回も再会を期して集合写真を撮り支部会員の集いを
終えた。

出席者 ： 番場 日出喜（S.44卒）／清水 佐幸（S.44
卒）／井上 賢（S.48卒）／岩田 政仁（S.54卒）／柴田 
達夫（H.02卒）
［事務局］村林 大

❖ ミニ取材　「岐阜駅前広場」
　イベントが開催されており、カラフルなテントが並んで賑わってい
た。また、不可思議な情景が眼に飛び込んできた。威風堂々と高所
から下界を見渡している黄金に輝く「織田信長像」である。近代的
デザインの高層ビルと古の信長像との対比が絶妙であった。

岐阜県支部 ■設　立 ： 平成５年５月１９日　　■登録会員 ： 165名
■支部長 ： 番場日出喜　E-mail gifu@kouyukai.net又はkoyukai@neec.ac.jp

開催日 ： 平成21年11月29日（日）　出席者 ： 6名
会   場 ： 岐阜市「ホテルグランベール岐山 美濃の蔵」

岐阜県支部会員の集い

●見学会　10：00～12：00
信州まつもと空港見学
◇定期便着陸見学（大阪からのＪＡＣ２２７１便）
◇化学消防車の見学・試乗　◇小型機見学
◇一人乗りヘリ機材展示
◇県警ヘリ・消防防災ヘリの見学

●アンティークコレクションの鑑賞　13：30～14：00
　藤岡副支部長所蔵品のコレクションを全員で鑑賞した。
　アンティークコレクションは数百点ありそのうち百点を
静岡大学に寄贈され、静岡大学高柳記念未来技術創造館
に「藤岡コレクション」として展示されている。

●支部総会　14：00～15：30
　於：まつもと情報創造館テレビ会議室
１．開会挨拶　峯村支部長
２．支部長挨拶
　◇自己紹介　◇出席者への謝辞、空港見学会報告
３．学校代表挨拶　香村キャリアサポート副センター長
　◇自己紹介　◇学校の現状（リーフレット配付）
　◇新校舎建築工事の進捗状況
　◇蒲田校・八王子校の就職関連
　・キャリアサポートセンターの任務と今後の在り方
　・関連企業の雇用状況
　・求人及び就職状況
　・長野県出身の入学生数及び卒業進路
　・新入学生の学科選択傾向（テクノロジー系減少、
　 IT・クリエイタ・ミュージック系増加）
　◇入学金免除制度
４．事務局挨拶
　◇自己紹介　◇校友会支部活動20周年記念事業終了
　◇他支部の校友会支部活動20周年記念事業終了
　◇校友会ホームページ紹介　◇長野県支部ブログ紹介
　◇集いの出欠席者情報（支部長に資料渡し）
５．議　事　司会進行　田中副支部長
(1)役員改選
　　峯村支部長より役員改選の議事が提出され、全員再
　選された。
　・支 部 長  ： 峯村 理雄（再任）
　・副支部長 ： 土屋 晴夫（再任）、田中 文明（再任）、

長野県支部 ■設　立 ： 昭和６３年１１月１９日　　■登録会員 ： 3,127名
■支部長 ： 峯村理雄　E-mail nagano@kouyukai.net又はkoyukai@neec.ac.jp

開催日 ： 平成21年11月22日（日）　出席者 ： 13名
会   場 ： 松本市「まつもと情報創造館」

長野県支部会員の集い

出席者 ： 峯村 理雄（S.44卒）／田中 文明（S.52卒）
／藤岡 清登（S.35卒）／山田 将仁（S.62卒）／相場 
理雄（S.41卒）／杉田 親（S.44卒）／小林 稔（S.45
卒）／曽根原 清文（S.52卒）／矢島 善紀（S.53卒）／
外山 康弘（S.60卒）／土屋 晴夫（見学会）（S.47卒）
［学校代表 八王子校ｷｬﾘｱｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ副センター長］香村 道憲
［事務局］石原 雅子
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●懇親会　19：00～20：30 
　参加者は1４名で、大須賀副支部長の乾杯の音頭で懇
親会が始まった。
　会は当時（昭和43年～56年頃）の蒲田校周辺状況、授
業風景、寮生活、卒業時の就職先などの話題で始まり、近
況報告などを交えた自己紹介で和やかな雰囲気で盛り上
がった。
　大橋 京子さんの閉会挨拶で、次回の再会を期して集合
写真を撮り支部会員の集いを終えた。

●支部総会　18：30～19：00 
　１．開会挨拶　奥川 宏支部長
　２．支部長挨拶と報告
　　◇出席者への謝辞
　　◇自己紹介
　　◇2年間の支部活動
　　◇静岡県支部活動20周年記念事業
　　◇校友会20周年記念事業
　３．役員改選
　　　奥川支部長より役員改選の議事が提出され、協議の
　　結果次のとおり決定した。
　　・支　　部　　長 ： 奥川 宏（再任）　
　　・副支部長（浜松） ： 間瀬 貞（再任）
　　・副支部長（静岡） ： 大須賀 和夫（再任）会計兼務
　　・副支部長（三島） ： 石川 征雄（再任）会計監査兼務
　４．学校代表と報告
　　香村キャリアサポート副センター長
　　◇自己紹介
　　◇蒲田校・八王子校の就職関連
　　　・キャリアサポートセンターの任務と今後の在り方
　　　・関連企業の雇用状況
　　　・求人及び就職状況
　　　・静岡県出身の入学生数及び卒業進路
　　　・新入学生の学科選択傾向（テクノロジー系減少、IT・
　　　 クリエイタ・ミュージック系増加）
　　◇入学金免除制度
　５．事務局報告
　　◇配付資料の説明
　　◇学校の現状（リーフレット配付）
　　◇校友会支部活動20周年記念事業終了
　　◇他支部の校友会支部活動20周年記念事業終了
　　◇第20回通常総会
　　◇新校舎建築工事の進捗状況
　　◇校友会ホームページ紹介
　　◇集いの出欠席者情報（支部長に資料渡し）

出席者 ： 奥川 宏（S.47卒）／大須賀 和夫（S.43卒）
／下橋 誠（S.44卒）／前田 安緒（S.44卒）／金原 守
（S.45卒）／伊東 文男（S.48卒）／鈴木 志信（S.51
卒）／近藤 隆行（S.53卒）／高橋 俊樹（S.54卒）／大
橋 京子（S.56卒）／芹澤 吉孝（S.62卒）／橋本 健治
（S.48卒）
［学校代表 八王子校キャリアサポートセンター副センター長］香村 道憲
［事務局］村林 大

静岡県支部 ■設　立 ： 昭和６３年９月２９日　　■登録会員 ： 3,305名
■支部長 ： 奥川宏　E-mail shizuoka@kouyukai.net又はkoyukai@neec.ac.jp

開催日 ： 平成21年10月24日（土）　出席者 ： 14名
会   場 ： 静岡市「ホテル シティオ静岡」

静岡県支部会員の集い

●京・滋支部総会　18：00～18：40
1．開会挨拶　倉持 信二支部長
２．京・滋支部活動報告　倉持支部長
３．役員改選
　　倉持支部長より役員改選の議事が提出され、協議の
　結果次のとおり決定した。
　・支部長：倉持 信二（再任）
　・副支部長：川村 晴義（再任）、菅原 進（再任）、内田 幸治
　（再任）

●近畿支部総会　18：00～18：40
1．開会挨拶　中澤 広支部長
２．近畿支部活動報告　中澤支部長（資料配布）
３．役員改選
　　中澤支部長より役員改選の議事が提出され、協議の
　結果次のとおり決定した。
　・支部長：中澤 広（再任）
　・副支部長：佐々木 政幸（再任）、津田 好清（再任）、高橋  
　政夫（再任）、内田 隆文（再任）、東 恒八（再任）、當眞 嗣
　正（再任）、姫野 幸則（再任）、林 泰弘（再任）、児玉 徹
　（再任）、中 均（再任）、谷口 孝則（新任）、今西 泰裕（新
　任）、木村 宏（新任）、山内 剛志（新任）

●京・滋支部・近畿支部合同支部総会　18：40～19：00
1．学校代表報告　濱水キャリアサポートセンター参与
２．事務局報告　村林 大

●懇親会　19：00～21：00
　参加者は16名で、倉持 京・滋支部長の乾杯の音頭で懇
親会が始まった。
　会は、在学中の思い出・授業風景・寮生活などの話題、ま
た、工学部出身者の参加者が多く、地上デジタル放送・テレ
ビ画面の液晶とプラズマの違い・携帯電話・ワンセグ・エコ
ポイントなどの工学的な話題や関西弁と東北弁の方言に
ついての話題も出て、大いに盛り上がり、名刺交換や情報
交換などを行った。
　當眞副支部長の閉会挨拶後、次回の再会を期して集合
写真を撮り支部会員の集いを終えた。

京・滋支部 ■設　立 ： 平成５年５月２９日　　■登録会員 ： 173名
■支部長 ： 倉持信二　E-mail kyo_shi@kouyukai.net又はkoyukai@neec.ac.jp

近畿支部 ■設　立 ： 平成２年６月４日　　■登録会員 ： 364名
■支部長 ： 中澤広　E-mail kinki@kouyukai.net又はkoyukai@neec.ac.jp

開催日 ： 平成21年11月7日（土）　出席者 ： 16名
会   場 ： 大阪市「バンダリア」

京・滋支部、近畿支部会員の集い

出席者 ： ■京・滋支部　倉持 信二（S.53卒）／川村 
晴義（S.44卒）／菅原 進（S.53卒）　■近畿支部　
中澤 広（S.55卒）／當眞 嗣正（S.39卒）／高橋 政夫
（S.41卒）／谷口 孝則（S.46卒）／今西 康裕（S.52
卒）／木村 宏（S.53卒）／東 恒八（S.53卒）／内
田 隆文（S.56卒）／山内 剛志（S.59卒）／児玉　徹
（S.52卒）／嶋田 友一（H.04卒）
［学校代表 八王子校ｷｬﾘｱｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ参与］濱水 一彦
［事務局］村林 大
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●支部総会　14：30～15：40  
　　開会挨拶／司会を高橋 浩之氏にお願いし、以下の通り
　議事が進行した。
　１．白石支部長挨拶
　２．学校代表挨拶（猪口）
　　　学校の動き（入学者の動向、カレッジ制、大学の認可、
　　今後の学校の方向性）
　　　新校舎建設の進捗説明
　３．出席者の自己紹介
　　　各自が簡単に氏名、卒業学科、卒業年度、居住地、勤
　　務先等を述べた
　４．校友会事務局からの報告（猪口）
　　　校友会の歴史、校友会の事業内容
　　　学校創立60周年記念事業に関わる寄附と新校舎内
　　の校友会サロンの設置
　　　支部活動20周年記念事業、HP･ﾌﾞﾛｸﾞに関する報告
　　　新校舎のCG映像
　５．支部活動報告（白石）
　　　平成20、21年度の活動内容を映像で詳細に報告
　　　前回の「支部会員の集い」の様子、近畿・中国四国支
　　部長会議の様子
　　　岡山の支部活動20周年記念事業の報告等
　６．支部役員改選
　　支部長より以下の役員推薦があった
　　・支  部  長 ： 白石　脩（再任）
　　・副支部長 ： 石見　哲昭（再任）、瀧本　喜八郎（再任）、
　　　　　　　 高橋　浩之（新任）
　　・幹　　 事 ： 田村　健児（新任）、佐藤　有一郎（新任）、
　　　　　　　 山河　義明（新任）、浦上　雅男（新任）
　　審議の結果、上記の役員の推薦は了承された

●講演会　15：50～16：50  
　相沢 早苗さんを講師として「自分の健康管理」に関する
講演が行なわれた。
　相沢さんの巧みな話術と身近な話題で楽しみつつあっ
という間に時間が過ぎた。

●懇親会　17：00～19：30  
　総会、講演会終了後、途中で帰られる方がいたため、記
念写真を撮影してから会場を近くのすし屋に移して懇親会
を行った。参加者は出席者6名と相沢さん、猪口を含めた8
名であった。今回の会場となったすし茶屋銀八は全国の美
味しいお店ベスト100選にも選ばれた名店とのこと。
　石見副支部長による乾杯の御発声の後、昭和40年の
卒業生、親子以上に歳の離れた平成11年の卒業生も交
え、和やかに懇親会がはじまった。昭和54年卒業時に配
布された学科の記念写真や寄せ書きを持参した方がお
り、在席時の情報交換や恩師、クラスメイトの状況などの
話題に花が咲いた。新校舎の空中撮影の写真を見ながら
母校周辺の昔と現在の様変わりなどの話題でも盛り上
がった。また、現在の岡山の現況なども話題に上がった。
　岡山県は大きな自然災害もなく暮らしやすい場所と言
うことで、全員の意見が一致した。次回は是非、平成生ま
れの卒業生も交えて、会員の集いを行いたいとの希望が
上がった。終始、年齢に関わらない世代の話題が出て、時
間が経つのも忘れて会が進んだ。
　最後に記念となる集合写真を撮りお開きとした。

岡山県支部 ■設　立 ： 昭和６３年９月２１日　　■登録会員 ： 292名
■支部長 ： 白石脩　E-mail okayama@kouyukai.net又はkoyukai@neec.ac.jp

開催日 ： 平成21年11月14日（土）　出席者 ： 9名
会   場 ： 岡山市　「サン ピーチOKAYAMA」「すし茶屋 銀八」

岡山県支部会員の集い

出席者 ： 白石 脩（S.40卒）／石見 哲昭（S.40卒）／
田村 健児（S.54卒）／高橋　浩之（S.57卒）／佐藤 
有一郎（S.63卒）／山河 義明（H.11卒）／浦上 雅男
（S.56卒）
［講　師］相沢 早苗
［事務局］猪口 眞美

●支部総会　18：00～19：00
１．開会挨拶　福岡 孝司支部長
　◇出席者への謝辞
　◇自己紹介
　◇副支部長紹介
　◇事務局紹介
２．支部報告
　◇校友会20周年記念事業
　◇学校創立60周年記念式典
　◇2年間の支部活動
　◇第20回通常総会
　◇校友会資金2億円寄付及び新校舎内新設の校友会ラウンジ
　◇入学金免除制度
３．支部活動活性化
　◇広島県支部会員の県内在住分布（資料配付）
　　・他地区会員との懇親会開催
　　・女性会員の勧誘
４．ビデオ鑑賞
　◇「創立50周年記念・入学案内・未来空間新キャンパス」ＤＶＤ上映
　◇支部長所蔵写真集上映
　　・数年前の学校周辺状況及び校友会20年記念事業関連など
５．役員改選
　　福岡支部長より役員改選の議事が提出され、協議の
　結果次のとおり決定した。
　・支 部 長  ： 福岡 孝司（再任）
　・副支部長 ： 上川 哲哉（再任）、小迫 正俊（再任）、堂　
　　　　　　 前 克文（再任）、門田 積（新任）、竹内 政光
　　　　　　 （新任）
　・会　　 計 ： 村井 隆文（新任）、倉本　学（新任）
　・幹　　 事 ： 天野 隆宏（新任）、北林　満（新任）
　・顧　　 問 ： 政岡 朝幸（再任）
6．事務局報告
　　◇配付資料の説明
　　◇学校の現状（リーフレット配付）
　　◇校友会支部活動20周年記念事業終了
　　◇他支部の校友会支部活動20周年記念事業終了
　　◇第20回通常総会
　　◇新校舎建築工事の進捗状況
　　◇校友会ホームページ紹介
　　◇集いの出欠席者情報（支部長に資料渡し）

●懇親会　19：00～21：00
　参加者は10名で、小迫副支部長の乾杯の音頭で懇親
会が始まった。
　会は、在学中の思い出・授業風景・寮生活・卒業時の就職
先などの話題で始まり、近況報告などを交えた自己紹介
で和やかな雰囲気で盛り上がった。
　福岡支部長の閉会挨拶後、次回の再会を期して集合写
真を撮り支部会員の集いを終えた。

出席者 ： 福岡 孝司（S.59卒）／門田 積（S.47卒）／
竹内 政光（S.49卒）／上川 哲哉（S.50卒）／小迫 正
俊（S.53卒）／村井 隆文（S.56卒）／倉本 学（S.56
卒）／北林 満（S.58卒）／堂前 克文（S.58卒）
［事務局］村林 大

広島県支部 ■設　立 ： 昭和６３年９月２２日　　■登録会員 ： 398名
■支部長 ： 福岡孝司　E-mail hiroshima@kouyukai.net又はkoyukai@neec.ac.jp

開催日 ： 平成21年10月31日（土）　出席者 ： 10名
会   場 ： 広島市「オリエンタルホテル広島」

広島県支部会員の集い

校友会だより／支部会員の集い 校友会だより／支部会員の集い
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●支部総会　18：30～19：00  
　１．開会挨拶　司会・進行　平岡支部長
　２．支部長挨拶及び報告　平岡支部長
　　◇出席者への謝辞
　　◇2年間の支部活動
　　◇校友会支部活動20周年記念事業
　　◇山口県支部20周年記念事業
　３．役員改選
　　　平岡支部長より役員改選の議事が提出され、協議の
　　結果次のとおり決定した。
　　・支  部  長 ： 平岡 征男（再任）
　　・副支部長  ： 早川 一夫（再任）、岸本 悦子（再任）、山
　　　　　　　 下 学（再任）、浅井 雅博（再任）、亀井 政一
　　　　　　　 （再任）、上野 純一（新任）
　　・幹　　事 ： 河村 博樹（再任）、栗田　淳（再任）、岡村 
　　　　　　　 清春（再任）、椎山 博通（再任）、右田 祥（再
　　　　　　　  任）、高場　浩（再任）、小坂 県司（再任）
　４．事務局報告
　　◇配付資料の説明
　　◇学校の現状（リーフレット配付）
　　◇校友会支部活動20周年記念事業終了
　　◇新校舎建築工事の進捗状況
　　◇校友会ホームページ紹介
　　◇集いの出欠席者情報（支部長に資料渡し）

●懇親会　19：00～21：00  
　参加者は8名で、平岡支部長の乾杯の音頭で懇親会が
始まった。
　会は、在学中の思い出・寮生活・近況報告などの話題で
進んだ。また、参加者の殆んどが工学部出身者であった。
　平岡支部長と亀井さんを中心として、デジタル化への
移行・地上デジタル放送・データー放送・テレビ番組制作・地
方ロケ撮影・ＡＭラジオ・ＦＭラジオ・電波伝搬と周波数の関
係・山口県地デジテレビの普及率などの話題で大いに盛り
上がった。
　次回の再会を期して集合写真を撮り支部会員の集いを
終えた。

出席者 ： 平岡 征男（S.41卒）／岸本 悦子（S.49
卒）／早川 一夫（S.51卒）／山下 学（S.54卒）／浅
井 雅博（S.55卒）／亀井 政一（S.56卒）／上野 純一
（H.01卒）
［事務局］村林 大

山口県支部 ■設　立 ： 平成３年９月１４日　　■登録会員 ： 181名
■支部長 ： 平岡征男　E-mail yamaguchi@kouyukai.net又はkoyukai@neec.ac.jp

開催日 ： 平成21年11月21日（土）　出席者 ： 8名
会   場 ： 山口市「居酒屋 坂田」

山口県支部会員の集い

❖ ミニ取材　「其中庵（ごちゅうあん）」
　其中庵は、自由律句の俳句を作り続けた漂泊の詩人、種田 山頭火
が昭和7年から7年間、俳人「山頭火」となってから定住した所である。
　代表作として「分け入っても、分け入っても、青いやま」、「まった
く雲が無い、笠をぬぎ」などがある。
ＪＲ新山口駅の在来線口の前に、其中庵への案内図と山頭火を擬
したモニュメントがある。

●支部総会　17：00～18：00
１．開会挨拶と報告　麻生支部長
　◇出席者への謝辞及び支部活動の2年間
　◇初めての「宿泊支部会員の集い」企画
　◇大分県支部活動20周年記念事業
　◇「支部会員の集い」次回の実施会場
２．校友会事務局
　◇配付資料の説明
　◇学校の現状（リーフレット配付）
　◇校友会支部活動20周年記念事業終了の報告
　◇他支部の校友会支部活動20周年記念事業終了の報告
　◇第20回通常総会の報告
　◇新校舎建築工事の進捗状況
　◇集いの出欠席者情報（支部長に資料渡し）
３．役員改選
　　麻生支部長より役員改選の議事が提出され、発表さ
　れた推薦者が、協議の結果次のように決まった。 
　支 部 長   ： 麻生 和之（再任）
　副支部長 ： 森崎 俊彦（再任）、栗林 和成（再任）、武生 
　　　　　　 政也（新任）
　会　　計  ： 印山 尚史（再任）
　幹　　事  ： 大神 充士（新任）、佐藤　浩（新任）

●懇親会　18：00～20：00
　参加者は10名で、初参加である岩男 基武さんの乾杯
の音頭で始まった。
　会員同士の情報交換、当時の蒲田校周辺状況、授業風
景、寮生活、学校行事（体育祭・かまた祭）などの話題で盛
り上がり、有意義な時間を過ごした。
　次回も同じ会場の希感舎（きかんしゃ）で再会することと
し、集合写真を撮り支部会員の集いを終えた。

大分県支部 ■設　立 ： 平成３年５月１０日　　■登録会員 ： 183名
■支部長 ： 麻生和之　E-mail ooita@kouyukai.net又はkoyukai@neec.ac.jp

開催日 ： 平成21年9月12日（土）　出席者 ： 10名
会   場 ： 大分市「希感舎（きかんしゃ）」

大分県支部会員の集い

出席者 ： 麻生 和之（S.36卒）／井 寛（S.45卒）／岩
男 基武（S.47卒）／森崎 俊彦（S.49卒）／大神 充
士（S.50卒）／佐藤 浩（S.51卒）／栗林 和成（S.56
卒）／武生 政也（S.63卒）／印山 尚史（H.06卒）
［事務局］村林 大

❖ ミニ取材　「九重"夢"大吊橋」
　栗林副支部長の案内で、一般公募により選ばれ命名された、天空
の散歩道「九重"夢"大吊橋」に向かった。人が渡る吊り橋としては、日
本一の吊り橋である。橋からは、日本の滝百選に選ばれた「震動の滝
（雄滝と雌滝）」を望むことができる。
　小雨模様の中、ビニールカッパを着て、高さ173ｍ・長さ390ｍの
大吊り橋を渡り、標高777ｍからの360度のパノラマの景観を眼に
した。

校友会だより／支部会員の集い 校友会だより／支部会員の集い
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●支部総会　17：30～18：30  
　１．開会挨拶　司会・進行　有川 弘文
　２．支部長挨拶及び報告　久山支部長
　　◇出席者・学校代表・事務局への謝辞
　　◇校友会支部活動20周年記念事業
　　◇鹿児島県支部20周年記念事業
　　◇学校創立60周年記念事業
　　◇2年間の支部活動
　　◇校友会資金2億円の寄付
　　◇片柳理事長の功績
　３．学校代表報告　八王子校ｷｬﾘｱｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ参与　濱水 一彦
　　◇自己紹介
　　　・音響芸術科の立ち上げ時の苦労話
　　◇蒲田校・八王子校の就職関連
　　　・キャリアサポートセンターの任務と今後の在り方
　　　・鹿児島県企業の求人状況と市内企業訪問
　　◇東京工科大学への編入制度
　　◇鹿児島県出身の在籍学生数
　　◇カレッジ制総合教育
　　◇入学金免除制度
　４．事務局報告
　　◇配付資料の説明
　　◇学校の現状（リーフレット配付）
　　◇校友会支部活動20周年記念事業
　　◇各支部記念事業紹介
　　◇新校舎建築工事の進捗状況（航空写真の紹介）
　　◇集いの出欠席者情報（支部長に資料渡し）
　　◇校友会ホームページ紹介
　５．役員改選
　　　久山支部長より役員改選の議事が提出され、協議の
　　結果次のとおり決定した。
　　・支 部 長   ： 久山 順一（再任）
　　・副支部長 ： 北原 健二（再任）、有川 弘文（再任）、上園 
　　　　　　　  久幸（再任）
　　・幹　　事 ： 尾之上 光政（再任）、榎屋 多美男（再任）、
　　　　　　　  重 久信（再任）
　　◇久山支部長の再任挨拶
　６．ＤＶＤ鑑賞会
 　 「創立50周年記念・入学案内・未来空間新キャンパス」の上映

鹿児島県支部 ■設　立 ： ６３年３月５日　　■登録会員 ： 593名
■支部長 ： 久山順一　E-mail kagoshima@kouyukai.net又はkoyukai@neec.ac.jp

開催日 ： 平成21年12月5日（土）　出席者 ： 10名
会   場 ： 鹿児島市「ジェイドガーデンパレス」

鹿児島県支部会員の集い

出席者 ： 久山 順一（S.40卒）／橋元 彊（S.39卒）
／北原 健二（S.43卒）／有川 弘文（S.50卒）／尾
之上 光政（S.52卒）／重 久信（S.55卒）／宮田 三朗
（S.59卒）／北山 文章（S.62卒）
［学校代表 八王子校ｷｬﾘｱｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ参与］濱水 一彦
［事務局］村林 大

❖ ミニ取材　「鹿児島中央駅・路面電車」
　東口駅前広場に降り立つと、「若き薩摩の群像」が出迎えてくれる。
　江戸時代末期に国策に反して海外留学を果し、日本近代化のため
に尽力した薩摩藩の青年藩士17人の銅像である。
　駅に隣接するショッピングモールの巨大な観覧車が眼に飛び込ん
でくる。鮮やかな緑色じゅうたん絨毯の上をカラフルな路面電車が
走る姿は素晴らしい。

●懇親会　18：30～21：00   
　参加者は10名で、北原副支部長の乾杯の音頭で懇親会
が始まり、在学中の思い出・授業風景・恩師・寮生活・卒業時
の就職先などの話題が出て和やかな雰囲気に包まれた。
　近況報告、趣味などを交えた自己紹介や地酒の自慢話、
大・中小企業経営のギャップ、政権交代の影響などの話題
で盛り上がった。
　久山支部長の閉会挨拶後、集合写真を撮り支部会員の
集いを終えた。

●支部総会及び懇親会　19：00～21：00 
1．開会挨拶　司会・進行　當間 栄助
２．支部長挨拶及び報告　喜屋武支部長
　◇出席者・学校代表・事務局への謝辞
　◇2年間の支部活動
　◇校友会支部活動20周年記念事業
　◇沖縄県支部20周年記念事業
３．学校代表報告　香村キャリアサポート副センター長
　◇自己紹介
　◇蒲田校・八王子校の就職関連
　　・キャリアサポートセンターの任務と今後の在り方
　　・関連企業の雇用状況
　　・求人及び就職状況
　　・沖縄県出身者の在籍学生数
　　・新入学生の学科選択傾向
　◇カレッジ制総合教育
　◇入学金免除制度
４．事務局報告
　◇校友会支部活動20周年記念事業
　　（かまた誌45号の紹介）
　　・オープニングセレモニー
　　・エンディングセレモニー
　◇各支部記念事業紹介
　◇新校舎建築工事の進捗状況（航空写真の紹介）
　◇校友会ホームページ紹介
５．役員改選
　　喜屋武支部長より役員改選の議事が提出され、協議
　の結果次のとおり決定した。
　・支 部 長  ： 徳田 永伸（新任）
　・副支部長 ： 仲村 義明（再任）、當眞 敦（新任）、山川 光
　　　　　　 雄（新任）
　・幹　　事 ： 嶺井 政孝（再任）、川平 和昌（再任）、比嘉 
　　　　　　 政則（新任）、崎山 英則（新任）、大城 盛隆
　　　　　　 （新任）
　・相 談 役  ： 喜屋武 光信
６．新役員紹介
　役員の抱負と決意
　◇支部長：徳田 永伸
　◇副支部長：仲村 義明、當間 敦、山川 光雄
７．前支部長挨拶
　◇喜屋武 光信（相談役）
　　・会員への謝辞
　　・22年間の支部遍歴と活動報告
　　・趣味（山登り、お遍路）
　　・沖縄県支部ブログの情報収集依頼

●懇親会　19：30～21：00
　参加者は23名で、東恩納さんの乾杯の音頭と在学時
の思い出話しで懇親会が始まり、歓談後、ＤＶＤ鑑賞会を
行なった。沖縄県支部20周年記念事業のエンディングセ
レモニー「蒲田の一本松」及び、「創立50周年記念・入学
案内・未来空間新キャンパス」のＤＶＤ上映では、感嘆の声
が上がった。その後の名刺交換会や参加者全員が工学部
出身者でもあり、工学関連の話題などで盛り上がった。山
川新副支部長の閉会挨拶となり、全員記念写真に納まり
支部会員の集いを終えた。

沖縄県支部 ■設　立 ： 平成１年５月２７日　　■登録会員 ： 1,006名
■支部長 ： 徳田永伸　E-mail okinawa@kouyukai.net又はkoyukai@neec.ac.jp

開催日 ： 平成２１年１１月２８日（土）　出席者 ： 23名
会   場 ： 那覇市　「ホテル ロイヤルオリオン 昊の間 」

沖縄県支部会員の集い

出席者 ： 喜屋武 光信（S.37卒）／當間 栄助（S.45
卒）／東 伸三（S.46卒）／仲村 義明（S.49卒）／
徳田 永伸（S.51卒）／嶺井 政孝（S.53卒）／上江
川 博（S.55卒）／比嘉 政則（S.53卒）／仲井間 宗邦
（S.59卒）／赤嶺 維栄（S.62卒）／崎山 英則（S.62
卒）／當眞 敦（H.09卒）／東恩納 盛春（S.36卒）／
大城 守代（S.38卒）／當山 孝弘（S.39卒）／山川 
光雄（S.57卒）／板良敷 朝計（H.07卒）／徳田 拓朗
（H.21卒）／大城 盛隆（H.08卒）／知花 高章（S.36
卒）
［学校代表 八王子校ｷｬﾘｱｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ副センター長］香村 道憲
［事務局］村林 大

校友会だより／支部会員の集い 校友会だより／支部会員の集い
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支部会員の集い開催予定平成22年度
支 部 事 業

　支部会員の集いは2年に一度開催されます。
　総会では役員改選の後、支部活動について
のご意見をお聞かせいただき、その後の懇親会
では地元の校友との情報交換やネットワークづく
りの活発化を図ってまいります。また、講演会、

研修会、見学会、レクリエーションなどを積極的に
企画している支部もあります。
　お知り合いの校友、姉妹校（八王子校・北海
道校・東京工科大）の卒業生をお誘いのうえ、多
数ご参加いただけますようお願い申し上げます。

支　部　名 開催月日（曜） 開　催　地 支　部　長

岩手県支部 9月18日（土） 盛岡市 阿部　富美雄

福島県支部 9月25日（土） 会津若松市 荒　俊之

栃木県支部 9月26日（日） 宇都宮市 三浦　専治

群馬県支部 11月27日（土） 前橋市 山口　剛

福井県支部 調整中 笈田　義和

山梨県支部 11月28日（日） 甲府市 名取　宏典

愛知県支部 10月3日（日） 名古屋市 石川　隆行

兵庫県支部 8月28日（土） 神戸市 新庄　吏奈

鳥取県支部 10月16日（土） 米子市 吉村　哲正

島根県支部 10月16日（土） 米子市 藤原　義広

香川県支部 10月24日（日） 高松市 渡辺　博文

徳島県支部 徳島市 佐藤　博治10月23日（土）

愛媛県支部 11月7日（日） 松山市 佐々木　剛司

高知県支部 11月6日（土） 高知市 林　寛

福岡県・佐賀県支部 11月13日（土） 福岡市 穴見　誠

長崎県支部 11月14日（日） 長崎市 釘山　威

宮崎県支部 12月4日（土） 宮崎市 川添　守

熊本県支部 11月20日（土） 熊本市 清田　茂信

韓国支部 調整中

台湾支部 調整中 唐　偉倫

近畿支部‥‥‥‥‥‥‥ 9月11日（土）　於 ： 奈良市
青森県支部  ‥‥‥‥‥‥9月18日（土）　於 ： 青森市
首都圏支部‥‥‥‥‥‥10月30日（土）　於 ： 蒲田校
宮城県支部‥‥‥‥‥‥11月21日（日）　於 ： 仙台市
富山県支部‥‥‥‥‥‥12月11日（土）　於 ： 富山市
＊日程は都合により変更することがあります。

卒業生の集まる会

平成21年度　卒業証書授与式

平成22年度　入学式

道を切り開く独立独歩の精神で社会に貢献しよう

将来の自分を見つめて積極的に知識・技術を学ぼう

来賓／株式会社 久米設計
取締役会長　岡本 賢様
本校校友会会長
セントラル電子制御株式会社
代表取締役　桂田 忠明様

来賓／本校声優・俳優科
顧問　神谷 明様

日本工学院 ニュース

平成22年度支部事業 支部会員の集い開催予定 日本工学院ニュース／○平成21年度卒業証書授与式　○平成22年度入学式
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　平成２１年度「第４４回かまた祭」はメインテー
マ『青春謳歌』のもと、１１月１日～３日の３日間
にわたり行われました。恒例となりました、１０月
中旬からの蒲田駅西口広場及び工学院通りのク
リーンキャンペーンを皮切りに、神輿の練り歩き
や各カレッジの研究成果発表やステージイベン
トなどが学生主体の活発な活動が行われました。
　新校舎建設に伴い、例年とは異なることも多く、
事前準備に苦労が耐えませんでしたが、学生実
行委員会の活発な活動、綿密な実施計画のおか
げもあり、多くの来場者を迎え盛況のうちに無事
終了することができました。校友会の皆様におか
れましては、お忙しい中、多数の方々にご来訪し
ていただきましたことを改めて御礼申し上げます。
　今年の「第４５回かまた祭｣は、新蒲田キャンパ
ス、専門学校と東京工科大学の新学部との共同
開催等、リニューアルされた「かまた祭」が行われ
る予定です。校友会の皆様のご協力、ご来訪をお
願いいたします。

　前日からの雨で、一時は開催が危ぶまれました
が、テルテル坊主または新校舎効果？で、当日は
晴天に恵まれ、体育祭を大井埠頭中央海浜公園
で5月２５日（火）開催致しました。今年のテーマは
『アクセル』で、開会式にはサプライズゲストとし
て、切れてな～いでお馴染みの「長州小力」氏の
登場で、競技場内は早くもアクセル全開となりま
した。パラパラ　フルバージョンを披露し、ダンス
パフォーマンス科の学生とコラボレーションで、開
会式に華を添えてくれました。今年も学年、学科、
カレッジを越えて有志学生が集まり、学生実行委
員が主体的に企画、準備、進行、運営をしてくれま
した。この学生達がいなければ、体育祭は実施で
きません。フットサル、ドッチボール、尻尾とり、パ
ン食い競争など多種の競技に、昨年に続き、教員
によるカレッジ対抗リレーを実施いたしました。カ
レッジカラーのシャツで揃え、バトンを繋ぎ、ゴー
ルを目指しました。各教員のアクセル全開の疾走
に学生達も声援と笑い？で盛り上がりました。クラ
スの親睦も深まり、第４１回大会だけにヨイ（４１）
思い出に残る一日になったことでしょう。

テーマは「アクセル」

日本工学院 ニュース

第44回　かまた祭
テーマは「青春謳歌」

第41回　体育祭

　平成22年度第45回かまた祭は、新蒲田キャンパスで専門学校と東京工科大学との共同開
催となり、10月30日（土）、31日（日）の2日間で行われます。斬新なアイデアと企画で、昨年
以上に盛り上げようとスタッフー同大いに張り切っています。是非、後輩の活躍をご覧下さ
い。多くの方々のご来場をお待ちしております。

第45回　かまた祭のお知らせ

日本工学院ニュース／○第44回 かまた祭　○第41回 体育祭 日本工学院ニュース／第45回　かまた祭のお知らせ



32 33

　キャリアサポートセンターでは就職・デビュー・進学など学生の多様な進路をサポートしています。そ
の中でも、就職においては求人票の公開だけでなく、業界ごとの採用時期に合わせた企業説明会も例
年通り開催し、多くの企業様と学生の出会いの場を提供しています。説明会会場にて、本校を卒業し
た先輩方の会社も多く、暖かい対応を身近に感じながら説明を聞いている状況に、先輩方を頼もしく
思いました。
　当校を巣立ち各業界の現場で多くの先輩方が活躍されていることで、求人もいただける有り難い
環境であり、これも校友会OB・OGの方々のお陰だと感謝しております。
　ただ、社会状況が大きく変化し、在学学生にとり就職活動はとても厳しい状況下になりました。ぜひ、
先輩たちにとり、Uターン情報など含め求人情報がございましたら、ご一報願います。新校舎3号館1
階のキャリアサポートセンターに、ぜひお立ち寄りください。
　なお、ご求人に関しては、当校のホームページより求人登録をすることもできますので、ご利用くだ
さい。
　今後とも校友会の皆様の更なる後輩学生へのご支援・ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

 キャリアサポートセンターからの報告

平成22年度 キャリアサポートセンター行事日程表（一部掲載）

項

1

開催予定日 期間 行事名 場所参加予定

平成22年2月16日（火） IT企業合同説明会
（卒業期対象）

21社
実施済み 八王子校1日

2 平成22年3月24日（水） インターンシップ合企
（卒業期対象）

19社
実施済み

本校1日

3 平成22年4月21日（水）～
平成22年4月23日（金）

春季合同企業説明会
（卒業期対象）

306社
実施済み

PIO
産業プラザ3日間

4

5

平成22年9月30日（木） 秋季合同企業説明会
（卒業期対象）予定

45社
予定

東京都産業
貿易センター1日

6

平成22年11月11日（木） 医療合同就職説明会
（卒業期対象）予定

45病院
予定1日

7

平成22年11月27日（土）
声優・俳優科

プロダクション合同説明会
（卒業期対象）予定

35社
予定

̶

本校

本校1日

8

平成22年12月1日（水） 音楽系企業合同セミナー
（1年生対象）予定

20社
予定

目白デサント
椿ホール

各教室

1日

平成22年12月3日（金） 就職模擬試験
（1年生対象）予定1日

日本工学院 ニュース

教職員退職者報告教職員退職者報告
　永年ご指導くださいました次の先生方が、定年または一身上のご都合により
退職されましたのでお知らせいたします。

氏　　　名

鈴木 三夫

栗原 正吏

浅川 育世

小山 賢二

高橋 達也

黒沢 幸男

髙嶋　 啓

井上 和春

山本　 捷

高橋 賢治

秋野 平三

竹内 章造

所　属　等 （退　職　時）

　蒲田校　医療カレッジ

　蒲田校　教務部

　蒲田校　医療カレッジ理学療法学科

　蒲田校　教務部教務課

　蒲田校　ＩＴカレッジ

　蒲田校　教務部学生課

　蒲田校　クリエイターズカレッジ

　法人本部　経理部経理課

　蒲田校　学習支援センター

　東京工科大学　事務局　技術課

　蒲田校　学習支援センター

　東京工科大学　事務局　技術課

平成22年3月

およそ40回も留年しましたがやっと
卒業。今は八王子校に非常勤で出講
しています。（現在：日本工学院八王子
専門学校 電子・電気科非常勤講師）

●蒲田校 学習支援センター山本 捷

八王子校放送映画科で最初の定年
を迎え、蒲田校教務課で2度目の
定年を迎えました。
koyake@jcom.home.ne.jp

●蒲田校 教務部教務課小山 賢二

40年間（蒲田33年・八王子大学事
務局7年間）の勤務生活がようやく
終りました。今後ともよろしくお願
いいたします。
●東京工科大学 事務局技術課

竹内 章造

卒業生の皆様、お元気でお過ごし
ですか？長い間、お世話になりまし
た。私もやっと卒業です。

●学習支援センター
　テクノロジーカレッジ秋野 平三

『俺は鈍い』に乾杯！鋭い人より鈍
い人のほうが、より暢んびりと元気
で長生き！！
Ykurosawa2007@yahoo.co.jp

●蒲田校 教務部学生課黒沢 幸男

日本工学院ニュース／キャリアサポートセンターからの報告 日本工学院ニュース／教職員退職者報告
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実践的なカリキュラムで学べば、あなたの未来は無限大。
あらゆる業界をカバーする多彩な学科群。

日本工学院 News

TD TN

ED EN

EK

SD SN

HD HN

DD DN

ID IN

WD WN

E2

PD PN

PK

B2

YD YN

OD

KD KN

ME

UB

UC

DI

D1

D2

T3

U1

U2

NT

CD CN

CK

JD

LB/J2

IC

CL

IS

映像システム科

情報システム工学科

電気工学科

CAD設計デザイン科

電気工事科

電子・電気科

環境・バイオ科

インテリアデザイン科

インテリア・プロダクトデザイン科

環境科学科

環境科学科三年制

国際情報ネットワーク科

音響工学科

メカトロニクス科

メディカルエンジニア科

建築設計科

土木建設科

パソコン・ネットワーク科

情報処理科

情報処理科三年制

OA科

ITスペシャリスト科

情報処理資格科

情報家電技術科

電子工学科三年制

昭和22年 昭和28年 昭和32年 昭和36年 昭和40年 昭和44年 昭和48年 昭和52年 昭和56年
創美学園 日本テレビ技術学校

 日本テレビ技術専門学校

本科・予科・研究科・
ラジオ科・テレビ科・
カラーテレビ科・
第一学部・第二学部

テレビ専門部

放送技術部 電子工学部

電子工学部研究科

サービス技術部

電子計算機部
ハードコース

電子計算機部
ハードウェア科

情報技術科 情報システム
工学科

電気工学科（昭和50～51のみ研究科）

CAD設計製図科テクニカルイラストレーション科

電気工事科

公害工学科
（昭和50年～51年のみ研究科）

環境工学科 環境科学科

環境科学科三年制

廃科

電子・電気・ＣＡＤ科 電子・電気科

電子・電気・ＣＡＤ科へ ＣＡＤ設計デザイン科

電子・電気・ＣＡＤ科へ

有線通信工学科 情報通信科 情報通信
システム科

国際
ネットワーク科

音響工学科

バイオニクス科 環境・バイオ科

バイオテクノロジー科

廃科

電子・電気・CAD科へ

廃科

メカトロニクス科

メディカルエンジニア科

建築設計科

廃科

廃科

廃科

パソコン・ネットワーク科

情報学科

情報学科 情報処理科

情報処理科
三年制

電子計算機部 ソフトウェア科 情報処理科

OAシステム科

インテリアデザイン科 インテリア・プロダクトデザイン科

OA科

廃科

廃科

土木建設科

情報処理資格科 廃科

廃科

廃科

廃科

ITスペシャリスト科

サービス技術科 家電電子技術科 情報家電技術科

電子工学研究科 電子工学科
三年制

放送技術部
研究科

電子工学科

電子工学科

レーザー工学科

立体製図科

レーザー工学科

テレビ工学科 映像メディア工学科 AVシステム科 廃科

廃科

廃科

廃科

テレビ放送技術科

映像システム科

日本電子工学院 日本工学院専門学校

昭和60年 昭和62年 平成元年 平成3年 平成5年 平成7年 平成9年 平成11年 平成13年 平成15年 平成17年 平成21年 平成23年平成19年

情報ビジネス科（LB）

インテリアデザイン科

建築デザイン研究科後期課程

建築デザイン研究科前期課程

プロダクトデザイン科

テクノロジー研究科

建築デザイン研究科前期課程

テクノロジー研究科

プロダクトデザイン科

デザインカレッジへ

デザインカレッジへ

建築デザイン研究科
後期課程

情報ビジネス科（J2）

テ

ク
ノ
ロ
ジ

ー

カ

レ
ッ
ジ

電子工学科

情報ビジネス科

インターネット科 Webシステム科 廃科

I
T
カ
レ
ッ
ジ Webシステム科

電子・電気技術者、バイオテクノロジー研究者、
建築設計者、CAD設計者、オペレータなど、
ものづくりのプロになりたい人に。

◆ 電子・電気科
電子工学／ホームエレクトロニクス／デ
ジタル・オーディオ／電気工学／エコエ
ネルギー／電気工事コース

◆ 環境・バイオ科
化粧品バイオ／環境バイオコース

◆ 建築設計科
建築デザイン／住居デザイン／建築構
造／建築設備／建築施工／土木施工コ
ース

◆ CAD設計デザイン科
ビジネスCAD／建築CAD／機械CAD
コース

◆ 建築デザイン研究科
建築デザイン／インテリアデザイン／プ
ロダクトデザイン専攻

システムエンジニア、ネットワークエンジニ
ア、プログラマなどコンピュータ、ビジネス
の世界のキエスパートをめざす人に。

◆ ITスペシャリスト科（4年制）
システム／組込みシステム／航空・宇宙
システム／Webシステム／ネットワーク
／セキュリティ専攻

◆ 情報処理科
ソフトウェア／Web／情報コース

◆ パソコン・ネットワーク科
パソコン・ネットワーク／ネットワーク・セ
キュリティコース

◆ 情報ビジネス科

現学科 廃科

日本工学院 ニュース

蒲田校　学科の変遷 　日本工学院（蒲田）には、それぞれに高い専門性を備えた6つのカレッジのもと、個々の分野で真に
社会で求められているプロを養成するための多彩な学科がある。学問のための学問ではなく、職業人
として必要な教養とスキルを磨くために練り上げられた実践的なカリキュラム。それらは、日本工学院
という1つのキャンパスに集うことでまったく新しいコラボレーションを生む可能性をも秘めている。

日本工学院ニュース／学科の変遷 日本工学院ニュース／学科の変遷
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日本工学院 ニュース

日本工学院ニュース／学科の変遷

臨床工学科

レコーディングクリエイター科

メディア研究科後期課程

マルチメディア科三年制

Webデザイン科

ゲームクリエイター科

クリエイティブラボラトリー科

放送・映画科

映像科

デザイン科

美術科

グラフィックデザイン科

声優・俳優科

演劇スタッフ科

マンガ・アニメーション科

コンサート・イベント科

コンピュータミュージック科

ミュージックアーティスト科

ダンスパフォーマンス科

臨床工学専攻科

理学療法学科

理学療法学科第二部

作業療法学科

臨床工学科専攻科一年制

医療秘書・事務科

診療情報管理士科

医
療
カ
レ
ッ
ジ

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
カ
レ
ッ
ジ

音響芸術科 音響メディア科 音響芸術科

俳優・声優科 声優・俳優科

声優・俳優科に統合

ゲームソフト科三年制

ゲームソフト科 ゲームクリエイター科

Webデザイン科 デザインカレッジへ

CGクリエイター科
コンピュータ
グラフィックス科

コンピュータ
グラフィックス科

CG・Web
デザイン科

CG
クリエイター科

コンピュータミュージック科

グラフィックデザイン科 デザインカレッジへマルチメディアアート科

レコーディングクリエイター科

ミュージックアーティスト科

総合ミュージック科へ

総合ミュージック科ミュージック
エンタテインメント科

総合アニメーション科

ダンスパフォーマンス科

マンガ・アニメーション科

医用工学科 臨床工学科医用電子工学科

臨床工学専攻科（二部） 廃科

大学へ

大学へ

大学へ

理学療法学科

理学医療法学科（二部） 廃科

作業療法学科

医療情報科 医療秘書・事務科

診療情報管理士科

臨床工学専攻科一年制

放送制作芸術科

映像科

デザイン科

美術科

演劇科

演劇スタッフ科

コンサート・イベント科

クリエイティブラボラトリー科

映像デザイン科
二部廃科 放送メディア科

マルチメディア研究科

マルチメディア三年制 廃科

メディア研究科 メディア研究科前期課程

メディア研究科後期課程

廃科

廃科

廃科

廃科

廃科

放送芸術科 放送・映画科

コンピュータ
グラフックス科三年制

マルチメディアアート科へ

マルチメディアアート科へ

マルチメディアアート科へ

マルチメディア科

演劇俳優科

昭和22年 昭和28年 昭和32年 昭和36年 昭和40年 昭和44年 昭和48年 昭和52年 昭和56年 昭和60年 昭和62年 平成元年 平成3年 平成5年 平成7年 平成9年 平成11年 平成13年 平成15年 平成17年 平成21年 平成23年平成19年

XK

XN

PT

P2

OT

X1

MI

M3

MD

CE

CM

MU

DP

グラフィックデザイン科

Webデザイン科

インテリアデザイン科

プロダクトデザイン科

デ
ザ
イ
ン
カ
レ
ッ
ジ

グラフィックデザイン科

Webデザイン科

インテリアデザイン科

プロダクトデザイン科

MA

WB

D1

D2

MM

GM

G4

MK

WB

CG

GS

SK

GK

L4

BD BN

VD

GD

FD

MA

AD

AS

SA

マルチメディア科

メディア研究科前期課程

ゲームソフト科三年制

コンピュータグラフィックス科三年制

ヴォーカリスト、ミュージシャン、コンサート
スタッフ、レコーディングエンジニア、ダン
サーなど、音楽の世界でプロになりたい人に。

◆ ミュージックアーティスト科
プレイヤー／ヴォーカリスト／作曲・編曲
コース

◆ コンサート・イベント科
コンサート制作／コンサートPA／コン
サート照明／コンサート舞台監督／イベ
ント企画コース

◆ レコーディングクリエイター科
レコーディングエンジニア／MAエンジ
ニア／ラジオミキサー／Pro　Toolsエ
キスパート専攻

◆ ダンスパフォーマンス科
プロダンサー／ダンスインストラクター
／ミュージカルダンサー／コリオグラ
ファー専攻

ゲームやアニメ、CG、テレビや映画で活躍
するディレクターや声優・俳優、デザイナー
などをめざしたい人に。

◆ 放送・映画科
カメラマン／照明／映像編集／サウンド
／美術／制作コース

◆ 声優・俳優科
声優／俳優・タレント／舞台スタッフ
コース

◆ クリエイティブラボラトリー（4年間）
高度アニメーション／高度ゲーム／高度
CGコース

◆ マンガ・アニメーション科
マンガ／アニメーション／キャラクター
デザインコース

◆ ゲームクリエイター科
ゲームプログラミング／ゲームプランニ
ング／ゲームCGコース

◆ CGクリエイター科
CGデザイン／CGアニメーション／CG
映像・VFXコース

臨床工学技士、医療秘書、診療情報管理士など、
医療分野のスペシャリストをめざしている人に。

◆ 臨床工学専攻科一年制
◆ 医療秘書・事務科
医療秘書／医療事務コース

◆ 診療情報管理士科（3年制）

デザイン力、キャリアデザイン、人間形成の
3要素をバランスよく学び、ワンランク上の
デザイナーをめざす人に。

◆ グラフィックデザイン科（3年制）
　グラフィックデザイン／イラストレーショ
　ンコース
◆ Webデザイン科（3年制）
Webデザイナー／Flashコンテンツ専攻

◆ インテリアデザイン科（3年制）
インテリアデザイナー／インテリアコー
ディネーターコース

◆ プロダクトデザイン科（3年制）
プロダクトデザイナー／カーデザイナー
／家具デザイナー／雑貨デザイナー専攻

ク
リ
エ
イ
タ
ー
ズ
カ
レ
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ジ

現学科 廃科
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集まってます！校友・交遊

校友・交遊　集まってます！校友会首都圏支部「新校舎見学会・懇親会」のお知らせ 39

テレビ放送技術科２６期・親睦旅行

日本工学院・校友会 「岡山県支部」

　テレビ放送技術科２６期卒業生の皆さん、お元気で
すか！
　恒例になりました有志による親睦旅行の報告です。
　今回は伊勢・志摩方面に行ってきました。大勢の参拝
者に驚いた伊勢神宮をはじめ、志摩の美しい島々をめ
ぐる遊覧船、ジュゴンに出合った鳥羽水族館、夫婦愛を
誓った？二見（夫婦）岩など、総勢１０名で楽しく観光し
てきました。
　夜の懇親会では、海の幸をおもいきり堪能しました。
　今回も在学時いろいろお世話になった松尾先生・梅
崎先生にもご参加頂き、楽しい旅行になりました。
　この親睦旅行は毎年２月頃に実施しております。２６
期の同窓生の皆さん、是非近況をお知らせ頂き、旅行・
飲み会に参加して下さい。
　ここ数年、この「かまた誌」に掲載されてから、毎年数
名の方から連絡を頂いています。是非連絡お待ちして
いま～す！
kasuo@nifty.comまで。

　今年も岡山県北の津山市で会員の花見を行
いました。6名揃って、1年振りの再会に飲みな
がら楽しい語らいが始まりました。

　今年も恒例の放送技術部10期卒業生の「791会」が東京
駅で開催されました。
　今年は首都圏から2名の新規加入があり、6名の出席で16
時まで楽しい同窓会を開催しました。
　放送技術部10期、研究科2期卒業生で入会ご希望の方は
コメント欄にお名前をお知らせ下さい。
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＊＊＊＊＊＊  学科同窓会が行われました ！  ＊＊＊＊＊＊

両学科同窓会の詳細はホームページ
http://www.kouyukai.net  をご覧下さい。

　学校法人片柳学園の設置する学校（日本工学院専門学校、日本工学院八王子専門学校、日本
工学院北海道専門学校、東京工科大学）卒業生子女、兄弟姉妹および孫又は在校生の兄弟姉妹
が入学する際に入学金を免除する制度です。
　該当する方は以下のいずれかの方法で用紙を取り寄せ、出願時に出願書類と共に提出してく
ださい。
　兄弟姉妹同時入学の場合は、一人分の適用となりますので入学後に教務課へ申請し、手続を
行ってください。

※「入学金免除申請書」の受付は、平成23年3月31日までとします。

◉マンガ・アニメーション科同窓会
Ｓｔｕｄｉｏ ＣＡＬ 開設１０周年記念

平成２１年１１月1日
於 ： 品川プリンスホテル

http://www.studiocal.com/

◉放送・音響学科卒業生の集い
平成２２年６月２６日

於 ： 蒲田新校舎３号館地下ホール他

WEB

日本工学院専門学校ホームページ
（www.neec.ac.jp）

↓
画面左側、「卒業生のみなさんへ」

↓
入学金免除制度説明ホームページ

（www.neec.ac.jp/graduate/ob.html）
PDFファイルにて

「入学金免除申請書」をダウンロード
↓

必要事項を記入・押印
↓

出願書類と共に教務課へ郵送

入学金免除制度

学科同窓会が行われました！／入学金免除制度

「各種資料請求用紙」にて請求

入学募集要項の
「各種資料請求用紙」にて請求

↓
教務課より

「入学金免除請求書」を送付
↓

必要事項を記入・押印
↓

出願書類と共に教務課へ郵送校友会ホームページ上の「校友会全国支部ブログ」および「同窓会等のお知らせ」で、
各支部の活動報告、懇親会・親睦会報告、同窓会報告などの記事が掲載されております
のでご覧ください。

校友会ホームページのアドレス　http://www.kouyukai.net

40 校友・交遊 集まってます！

日本工学院・校友会「群馬県支部」懇親会 

日本工学院・校友会「福岡・佐賀支部、長崎県支部」合同懇親会 

　懇親会（夏の集い）は14名の出席者で、高崎駅前の
「割烹　さわ」で行われた。
　老舗の風格と情緒溢れる和室でお膳を囲み、山口支
部長の挨拶及び席次順の自己紹介に続き、入澤さんの
乾杯の音頭で懇親会が始まった。久し振りに再会した
会員同士の近況報告及び情報交換などで会は進んだ。　　
　続いて事務局からのリーフレットでの学校紹介と来
年完成の新校舎建築工事の進捗状況などの報告では、
当時と現在の学校の変わり様に驚いていた。
　また、当時の授業と実習・寮生活・恩師の話題など、さ
らに美人女将の挨拶があり更に盛り上がった。
　会場では、親子（父と娘）が数年ぶりの再会で、互い
にビックリするというハプニングや入澤さんのダンス
の披露もあった。全員記念写真に納まり懇親会を終
えた。

　懇親会は11名の出席者で、、三大美肌の湯で知られ
ている嬉野温泉の老舗・風格と気品溢れる「グランド鳳
陽」で行われ、代表挨拶に続き事務局からの報告後、田
川さんの乾杯の音頭で始まった。再会した会員同志が
一体となり、福岡・佐賀支部と長崎県支部との情報交換
などで和やかな雰囲気で進んだ。
　リーフレットや来春完成の新校舎建築工事の進捗状
況及び新校舎の航空写真などの紹介では、在校時と現
在の学校や周辺の変わり様に驚いていた。
　自己紹介は、近況報告・在校時の授業や実習・寮生活・
恩師などの話題が出された。また、イベント・デザイン・
システムなどの企画・開発・製作に携わっている、田中さ
んの開発されたゲーム用プロモーションソフトが披露
され、更に盛り上がった。
　吉村さんの閉会挨拶となり、全員記念写真に納まり懇
親会を終えた。
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̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 島村 隆資 テレビ放送技術科 第36期生̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
  千葉県 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶校友会誌かまたに載り感激であります。会員の皆様とこのような形で親睦
が出来る事は大変意義深い事であります。会員の皆様の活躍を願ってお
ります。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 宮崎 真士郎 放送制作芸術科 第9期生̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
オー・エス・シー・エンジニアリング ㈱ 大阪府̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶大学生、高校生、小学生の3児の父です。「リリオム」「子供の時間」のみな
さんお元気ですか？私はすっかりおやじです。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 山下 敏明 公害工学科 第8期生̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
 イオンリテール㈱ 静岡県 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶専攻した分野とは異なった内容の仕事（スーパーの肉屋）ですが考え方、も
の事のとらえ方は学生の時、教えていただいたことがずいぶん参考になっ
ています。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 西田 典幸 立体製図科 第11期生̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
 ㈲デザインアップル 京都府 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶主に自動車のデザインをしております。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 田村 健児 電気工学科 第16期生̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
 田中機電工業㈱ 岡山県 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶弊社も団塊の世代交代で新入社員（中途）が入って来ました。東京にいた
と言うので話を聞いてみると、なんと後輩ではありませんか。又学科も同じ
で昔を思い出し話がはずみました。友人、先輩方（鶴屋、大野、引木さん）
みんな元気でやってますか？ 私は元気です。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 淺野 彰 コンピュータミュージック科 第6期生̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
  神奈川県 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶数年前に退職し、フリーの作曲家として活動しております。何かと不安ばか
りの毎日ですが、「好きなことを好き」と言える気持ちを忘れずに、皆さんも
夢に向かって突き進んでいってください。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 内田 裕子（旧姓：永田） 演劇科 第7期生̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
 新日本無線株式会社 長野県 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶5月に演劇科7期、8期の同窓会がありました。7期は卒業して初めて。懐か
しい顔が集まりました。

会員近況メッセージ　お元気ですか？かまた題字作家紹介／個人情報保護についての取組み

会員近況メッセージ

　全国から、海外からこの1年間に、校友会事務局に届いた会員の皆さんの近況報告。

　思わぬ名前を見つけて、懐かしい顔や声が思い浮かんだり、その元気そうな様子に

ほっと胸をなでおろしたり･･･。このコーナーが、そのような温かい出合いや思いを多く

の皆さんにお届けできたら幸いです。なお、誌面の都合で掲載できなかったお便りもあ

りましたことをおわびいたします。

氏名（旧姓）  学科／期  勤務先  住所（都道府県）の
順で表示しています。

　本校校友会誌の表紙題字は人間国宝の芹澤銈介
（セリザワ ケイスケ）先生の筆によるものです。先
生は本校1号館、6号館東側に流れる呑川の上流
約150mに架かる馬引橋近くに、昭和9年から居
を構えられ、爾来50年にわたって蒲田の地で型絵
染の創作活動に没頭されておられました。昭和42
年（1967年）10月発行の日本電子工学院研友会
（校友会の前身の名称）会誌第2号以来表紙を飾っ
ています。

芹澤 銈介 先生　略歴
明治28年（1895）

大正 5 年（1916）

大正14年（1926）

昭和 3 年（1928）

昭和 6 年（1931）

昭和 7 年（1932）

昭和 9 年（1934）

昭和13年（1938）

昭和20年（1945）

昭和24年（1949）

昭和31年（1956）

昭和38年（1963）

昭和41年（1966）

昭和51年（1976）

昭和58年（1983）

昭和59年（1984）

静岡市に生まれる。

東京高等工業学校図案科卒業。

朝鮮の旅に出て京城及び慶州仏国を訪れ

る。往路、船中にて「大調和」誌の口絵及び

柳宗悦氏の「工芸の道」に感動、生涯の一

転機となる。

沖縄紅型に感銘を受ける。

雑誌「工芸」が創刊され、その表紙を一年間

受持つ。その型染布表紙は装幀の仕事への

端緒となる。

国画会会員・川端康成「雪国」装幀。

東京蒲田町に移る。初めて仕事場に恵まれる。

柳宗悦氏他民芸同人と共に沖縄に渡り紅型

の技を受ける。

型染めカレンダー創始。

女子美術大学教授となる。

型絵染で重要無形文化財保持者（人間国

宝）の指定を受ける。

大原美術館工芸館第二期の棟方・芹澤両館

落成。

スペインのバルセロナにあるカタルーニャ美

術館を訪れ、永年の念願を果す。その程復

途上、エジプト、トルコおよび欧州各地を巡

遊。紫綬褒章を受ける。

文化功労者となる。フランスの国立グラン・バ

レ美術館において「芹澤介展」開催。

フランス政府から芸術功労勲章を贈られる。

4月5日死去（享年89歳）。

個人情報保護についての取組み
　日本工学院専門学校校友会（以下校友会）では、個人情報保護法に基づき会員の個人情報
の保護について、以下の取組みを実施しております。

●校友会が保有する個人情報の適正な取扱いをするために、  
　個人情報の保護に関する規程を定めました。
●会員の個人情報は、必要な情報のみを適正かつ公正な手
　段によって収集させていただいております。得られた個人
　情報は、校友会誌「かまた」の発送ならびに学校法人片柳学
　園日本工学院専門学校および姉妹校（以下学校）からのお
　知らせを発送する際に利用いたします。また、会員に対する
　校友会窓口（koyukai@neec.ac.jp）を明示し、会員からの
　連絡が速やかに受けられるように致します。
●校友会では、会員よりいただいた個人情報を適切に管理　
　し、会員本人の同意がない限り、校友会以外の第三者に対
　する個人情報の提供は致しません。

●個人情報の取扱いを含む業務を委託する場合は、受託者と
　の間で契約により個人情報の再提供・漏洩などをしないよ
　う義務づけを致します。
●会員が自己の個人情報に関して、開示・修正・変更等を希望
　される場合には、校友会窓口（koyukai@neec.ac.jp）まで
　ご連絡いただければ、迅速に対応致します。
●校友会では、上記の項目について、見直し・改善の必要が発
　生した場合には、適宜対応していきます。
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̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 益子 弘 電子工学科 第41期生̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
 ㈲ベガ 神奈川県 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶平成5年に独立し、主に電子機器の開発・設計サービスを行う会社を経営
しております。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 塚本 由美（旧姓：佐藤） コンピュータミュージック科 第3期生̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
  広島県 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶2009.3.15に広島エアポートホテルで挙式し、現在は広島在住です。現在
はパート主婦やりながら応援団員として広島に新設されたマツダスタジアム
のライトスタンドでトランペットを吹く日々。野球中継で映っているのを見かけた
ら笑ってやってください。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 牧野 信良 電子計算機部ソフトコース 第2期生̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
  東京都 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶卒業以来、丸紅？一筋に勤めてきましたが、定年退職致しました。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 三町 宣雅 情報技術科 第24期生̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
  神奈川県 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶卒業して17年余り、半導体設計の激動の中、過ごして参りました。ここに来
て、業界再編と落ち着く事無く、更なる躍進の為、様々な可能性を考え、仕
事に取り組んでいます。これからの時代を生き抜くことを考えると、当時の先
生方の教えに深く感謝します。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 森本 正夫 放送制作芸術科 第1期生̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
 鹿児島地方気象台 鹿児島県 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶福岡・熊本支部合同の20周年記念事業ではお世話になりました。記念事
業では「南極観測と地球環境」という題で講演したのですが…鹿児島へ
の転勤で、地球環境問題を本格的に扱うポストに就いてしまいました。今後
もよろしくお願いいたします。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 鹿野 光義 研究科 第8期生̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
  神奈川県 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶電子工学部21～23期の卒業生で、ビデオアマチュアクラブ（JA1YAC）の
部員だった者が3年毎に集まり、幹事を決めて各地でOB会を行っておりま
すが、本年はその該当年になり、10月10日～10月11日の2日間の日程で静
岡県の浜松で開催されます。参加人数は家族を含めて20人程度の予定
です。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 石川 奈美 総合アニメーション科 第7期生̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
  千葉県 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶引っ越しました。まだ一人暮らしではありませんが、それなりに色々やってい
ます。マンガを描くには体力がありませんが、まだまだ絵は続けています。体
調は崩し気味で、この間も38度超えの熱が出て寝込みましたが、そこそこ元
気でやっています。また近々お邪魔しますのでよろしくお願いします。
卒業生のみなさん大丈夫でしょうか？

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 鍛冶 佳亮 OA科 第10期生̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
  東京都 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶この秋、横浜から江東区に引越しをしました。実家や蒲田が少し遠くなりま
したが、頻繁に帰っていますのでお気軽にお声掛けください。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 坂東 英雄 音響芸術科 第1期生̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
 ㈱エメダーナ 神奈川県 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶辺見マリ・辺見えみりが所属する事務所におります。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 畠山 奈美 放送制作芸術科 第18期生̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
  東京都 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶先日、10年ぶりぐらいで学校へ行きました。あまりの変わりように驚きました
が、懐かしい気持ちでいっぱいになりました。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 渡辺 信幸 放送制作芸術研究科 第17期生̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
  千葉県 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶新校舎完成おめでとうございます。
久しぶりに蒲田を散策してみようかな…

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 浅田 知晴 テレビ専門部 第15期生̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
 ㈱日本教文社 東京都 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶平成21年かまた祭、ブラックノートOBとして参加しました。数年前から参加さ
せて頂いていますが、益々校舎近辺が整備され、目覚ましく発展していく様
子に驚きを禁じえません。これからも益々成長していくであろう母校を、OB
の一員として微力ながら応援します。今年もかまた祭楽しみにしています。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 辻川 和喜 情報技術科 第8期生̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
  長野県 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶独立して8年目を迎えました。まだまだ厳しい状況ですががんばっています。
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̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 宮﨑 義明 電子工学科 第26期生̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
 NTTネオメイト 大阪府 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶電々公社（現NTT）に入社して37年。もうあと数年で、定年退職を迎えます。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 中村 栄子（旧姓：永島） 情報処理科 第20期生̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
 ㈱気仙沼商会 神奈川県 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶今年、娘がグラフィックデザイン科に入学しました。
秋には久しぶりにかまた祭に行きたいと思っています。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 遠藤 孝明 音響芸術科 第14期生̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
 ㈱テクノマックス 神奈川県 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶テレビ東京のグループ会社で音声をしています。
情報バラエティー、スポーツ、報道と幅広くやっています。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 神 裕二 音響芸術科 第7期生̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
  青森県 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶音響を学んだはずがひょんな事からテレビカメラマンになり早18年。
みんなどうしてますか～。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 佐田 直也 環境科 第26期生̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
 日本板硝子㈱  東京都 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶入社して10年目、課では責任ある職場で日々 仕事をこなしています。
また平成21年9月23日に2人目の子供が誕生予定です。楽しみ！！

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 原 禎典 ソフトウェア科 第14期生̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
   東京都 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶夫婦で（工学院の同級生）山歩きしています。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 茂木 陽子 マルチメディアアート科 第6期生̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
   千葉県 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶2年程前に横浜から千葉に引っ越し、現在アウトレットで働いています。
後、況気回復の兆しがみえてきたら事務系に転職希望です。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 渡辺 一雄 放送制作芸術科 第5期̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
 ㈱日テレ・テクニカル・リリーシズ  東京都 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶蒲田新キャンパスの再整備計画は、すごいと思います。来年、完成した暁
には、我が国最大の教育環境が整うことでしょう。来年入学する生徒がうら
やましいなあ。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 佐々木 綱仁 情報処理科 第23期生̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
   秋田県 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶実家に戻って24年がたちました。今では息子が東京で働いていますが、娘
が大学受験でまだまだ頑張らなくてはなりません。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 岡本 伸二 放送制作芸術学科 第1期生̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
 名糖健康保険組合  東京都 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶卒業してから31年が経ち、学生生活がなつかしく思います。同級生だった
人も今母校で教育に携わっている記事を拝見して誇りと共にうらやましく
思っています。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 三宅 康文 環境工学科 第13期生̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
 育生会よつば苑 神奈川県 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶介護士として2年間。自分にあった仕事にめぐりあえました。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 中川 順一 電気工学科 第26期生̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
 ㈱大平エンジニアリング 神奈川県 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶商業施設ビルのリニューアル（電気設備全般）を主に管理技術者として
やっています。技術営業から現場代理までやっています。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 斉藤 良彦 ソフトウェア科 第14期生̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
  大阪府 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶工学院を卒業して、早35年になりました。コンピュータ一筋でやってきて、も
うすぐ定年の年齢になりました。ふっと工学院がなつかしく思われます。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 高森 高明 有線通信工学科 第4期生̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
 六戸町国民健康保険保険病院 青森県 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶定年という後姿が見えてきた年齢に近づいてきました。大病もせず子供の
大学生に送金する毎日です。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 米元 秀彰 放送制作芸術科 第19期生̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
  神奈川県 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶鳥取より東京へ9年ぶりに異動となりました。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 藤田 祐史 電子工学科 第45期生̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
 日本ビクター㈱ 神奈川県 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶人材教育の仕事に携わっており、キャリアデザインの重要性を痛感しており
ます。
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19名

パナソニック（株）、パナソニック電工（株）
パナソニックシステムネットワークス（株）
パナソニックモバイルコミュニケーションズ（株）
NTTアドバンステクノロジ（株）
（株）日本緊急通報サービスほか

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 村上 洋一 電気工学部 第8期生̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
 ㈱雄電社 宮城県 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶定年まで5年を切ってしまいました。最近デジタル一眼レフ購入し勉強中で
す。カメラを持って気ままな旅行を計画しています。もちろん同級生に会い
に行く計画です。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 冨田 優 放送技術科 第5期生̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
  宮崎県 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶りっぱな校舎が建築中の様で卒業生として大変うれしく思いました。もう70
歳が近く、東京まで見学に行く事も出来ないかも知れませんが皆さん一生
懸命頑張ってください。

校友会会員の次の方々の訃報が届きました。

恩師をしのんで

中村 正敏さん

吉岡 信也さん

鈴木 慎弥さん

横川　正 さん

宮下　茂 さん

萩野谷 末雄さん

高橋 和司さん

井上 克寿さん

長沢 隆男さん

熊沢 道正さん

伊藤 博基さん

百目鬼 直樹さん

前川 宗利さん

矢村　学 さん

潮田 陽一さん

大貫 誠一さん

昭和５４年 公害工学科    ６期卒業 平成２０年４月２５日没

平成 ２ 年 医用工学科    ６期卒業 平成２０年８月２１日没

平成１６年 演劇・俳優科  ２８期卒業 

昭和６０年 音響芸術科    ３期卒業 平成１６年没

昭和４７年 サービス技術科  １１期卒業 平成１９年６月１０日没

昭和４８年 サービス技術科  １３期卒業 平成２１年没

昭和４９年 サービス技術科  １５期卒業

昭和５１年 サービス技術科  １９期卒業 平成１７年１０月１１日没

昭和５３年 家電電子技術科  ２３期卒業 平成１８年５月８日没

昭和５６年 情報技術科  １３期卒業 平成２１年２月２１日没

昭和５７年 情報処理科   ２５期卒業 平成２２年１月１日没

昭和５８年 情報処理科   ２６期卒業 平成１９年１２月２日没

昭和６１年 情報処理科   ２９期卒業

昭和６３年 情報処理科   ３１期卒業 平成２１年５月１６日没

平成 ２ 年 情報処理科   ３３期卒業 平成２０年８月２３日没

昭和６１年 情報処理科１年制   ３０期卒業

伊藤 一成先生　　昭和３２年 研究科          １７期卒業 平成２１年９月２６日没
菊池 浩一先生　　昭和５５年 情報処理科    ２３期卒業 平成２２年１月没
坪野 道太郎先生

猪野 敏人さん　昭和４８年 ソフトウェア科 １０期卒業

澤野　進 さん　昭和４９年 ソフトウェア科 １２期卒業 平成１９年２月１３日没

谷口 千由紀さん　昭和４９年 ソフトウェア科 １２期卒業 平成２１年８月８日没

小川 勝則さん　昭和５９年 電気工事科 １１期卒業

加藤　透 さん　昭和４８年 電子工学科 ２８期卒業 平成１７年５月没

菊池 恒之さん　昭和４８年 電子工学科 ２８期卒業

小林　豊 さん　昭和５０年 電子工学科 ３２期卒業 平成２０年没

小中 健司さん　昭和５８年 電子工学研究科 ２０期卒業 平成２１年５月５日没

西澤 和美さん　平成 ４ 年 美術科       １６期卒業 平成１７年没

島崎 芳文さん　昭和３８年 放送技術部   ８期卒業 平成２１年６月１１日没

樽見館 栄さん　昭和４５年 放送技術部 １６期卒業 平成２０年３月３１日没

伊藤 正裕さん　昭和５３年 放送制作芸術科   ２期卒業 平成２０年７月１６日没

山村　真 さん　昭和５６年 放送制作芸術科   ５期卒業 平成２１年４月３日没

佐藤　剛 さん　昭和５９年 放送制作芸術科   ８期卒業 平成２２年３月没

鴻池 靖之さん　昭和６３年 放送制作芸術科 １２期卒業 平成２０年６月没

心からご冥福をお祈り申し上げます。
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昭和22年

創立時の校舎

昭和24年

増築校舎が完成

昭和28年

木造校舎が完成

昭和30年

増築した木造モルタル2階建て校舎

昭和33年

1号館が完成

昭和40年

2号館が完成

昭和44年

3号館が完成

昭和45年

5号館が完成

昭和47年

6号館（現在の5号館）が完成

昭和54年

7号館が完成

平成17年

アニメ・デザイン館（6号館を増築）が完成

昭和55年

6号館（旧5号館）が完成

平成13年

8号館が完成

平成20年 平成22年8月現在

平成21年

　昭和22年（1947年）5月、理事長 片柳 鴻により、大田区女塚3丁目（現在西蒲田5丁目）に絵画、洋
裁教育を目的に創設された「創美学園」。以来63年間の歴史を誇る校舎の変遷をたどりました。

写真でみる　校 舎 の 変 遷

〒144-8655　東京都大田区西蒲田5-23-22
TEL.03-3732-1111（代表）
U R L  http://www.neec.ac.jp/
mobile http://neec.mobi/

〒192-0983　東京都八王子市片倉町1404-1
TEL.042-637-3111（代表）
U R L  http://www.neec.ac.jp/
mobile http://neec.mobi/

放送・映画科
声優・俳優科
クリエイティブラボ（4年制）
（CG・アニメラボ／ゲームラボ）
マンガ・アニメーション科
ゲームクリエイター科
CGクリエイター科

グラフィックデザイン科（3年制）
Webデザイン科（3年制）
インテリアデザイン科（3年制）
プロダクトデザイン科（3年制）

電子・電気科
環境・バイオ科
（化粧品バイオ／環境バイオコース）
建築学科（4年制） 2011年度新設
建築設計科
CAD設計製図科

診療情報管理士科（3年制）
医療秘書・事務科
臨床工学専攻科一年制

ミュージックアーティスト科
（プレイヤー／ヴォーカリスト／作曲・編曲コース）
コンサート・イベント科
レコーディングクリエイター科
ダンスパフォーマンス科

ITスペシャリスト科（4年制）
情報処理科
パソコン・ネットワーク科
情報ビジネス科

放送・映画科
声優・俳優科
クリエイティブラボ（4年制）
（CG・アニメラボ／ゲームラボ）
マンガ・アニメーション科
ゲームクリエイター科
CGクリエイター科

ロボット・機械科
電子・電気科
一級自動車整備科（4年制）
自動車整備科
応用生物学科
建築学科（4年制） 2011年度新設
建築設計科
CAD設計製図科
テクノロジー研究科

鍼灸科（3年制）
柔道整復科（3年制）
診療情報管理士科（3年制）
医療秘書・事務科

スポーツ・健康エキスパート科（3年制）
（スポーツトレーナー／健康運動指導／スポーツインストラクター／
スポーツビジネス／幼稚園教諭・保育士コース）
スポーツ・健康科学科
（スポーツトレーナー／健康運動指導／スポーツインストラクター／
スポーツビジネス／サッカー／テニスコース）

ミュージックアーティスト科
（プレイヤー／ヴォーカリスト／作曲・編曲コース）
コンサート・イベント科
レコーディングクリエイター科

ITスペシャリスト科（4年制）
情報処理科
パソコン・ネットワーク科
情報ビジネス科

〒059-8601　北海道登別市札内町184-3
TEL.0143-88-0888（代表）
U R L  http://www.nkhs.ac.jp/
mobile http://nkhs.mobi/

クリエイティブ系
ゲームクリエイター科
アニメ・CG・Web科
IT系
情報処理科
　情報システムコース
　情報ビジネスコース

テクノロジー系
自動車整備科
テクノロジー科
　電気工学コース
　情報ネットワークコース
建築学科
　インテリアデザインコース
　テクニカルコース

公務員系
公務員学科
医療系
しん灸科
柔道整復科
医療秘書科

学校法人 片柳学園のOB・OG推薦による入学金免除制度設置
学校法人 片柳学園（日本工学院専門学校・日本工学院八王子専門学校・日本工学院北海道専門学校・東京工科大学）の

卒業生の子女・兄弟姉妹、在籍生の兄弟姉妹が入学する際に、入学金が免除される制度を設置しています。

グラフィックデザイン科（3年制）
Webデザイン科（3年制）
インテリアデザイン科（3年制）
プロダクトデザイン科（3年制）

○蒲田キャンパス
　 〒144-8535　東京都大田区西蒲田5-23-22　TEL.03-6424-2111（代表）
○八王子キャンパス
　 〒192-0982　東京都八王子市片倉町1404-1　TEL.042-637-2111（代表）
　 URL http://www.teu.ac.jp/　mobile http://kam.teu.ac.jp/

デザイン学部
視覚と伝達コース
映像と構成コース
空間と演出コース

医療保健学部
看護学科
臨床工学科
理学療法学科
作業療法学科

コンピュータサイエンス学部　
コンテンツプログラミングコース
ロボットコース
インターネットサービスコース
モバイル・ネットワークコース
システムエンジニアリングコース
金融・流通コース
生活・環境情報コース

大学院 バイオ・情報メディア研究科
バイオニクス専攻
コンピュータサイエンス専攻
メディアサイエンス専攻
アントレプレナー専攻

●蒲田キャンパス
メディア学部
エンタテインメントメディアコース　
ビジネスメディアコース
ライフメディアコース

応用生物学部
バイオテクノロジーコース
環境生物コース
先端食品コース
先端化粧品コース

●八王子キャンパス

蒲田キャンパス

八王子キャンパス


